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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ワイヤレス通信システムの性能を向上させるた
めにサイマルキャスト構成を含む分散アンテナシステム
を提供する。
【解決手段】分散アンテナシステム（ＤＡＳ）は、互い
から空間的に分離された複数の遠隔アンテナユニットを
含む。複数の遠隔アンテナユニットから選択された遠隔
アンテナユニットの第１のグループは、特定のセクタ識
別（ＩＤ）をもつダウンリンク送信を第１のキャリア上
でサイマルキャストする。第１のグループとは異なる少
なくとも１つの遠隔アンテナユニットを含む遠隔アンテ
ナユニットの第２のグループは、同じセクタＩＤをもつ
第２のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャス
トする。互いと隣接しないそれぞれのカバレージエリア
２００を含む２つ以上の遠隔アンテナユニット２０８，
２１０は、ダウンリンク送信をサイマルキャストする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いから空間的に分離された複数の遠隔アンテナユニットと、
　前記複数の遠隔アンテナユニットから選択された遠隔アンテナユニットの第１のグルー
プであって、第１のキャリア上でセクタ識別（ＩＤ）をもつ、ダウンリンク送信をサイマ
ルキャストするように適合された第１のグループと、
　前記複数の遠隔アンテナユニットから選択された遠隔アンテナユニットの第２のグルー
プであって、前記第２のグループの少なくとも１つの遠隔アンテナユニットが、前記第１
のグループの前記遠隔アンテナユニットとは異なり、前記第２のグループが、前記第１の
キャリアとは異なる第２のキャリア上で、前記セクタＩＤをもつ、ダウンリンク送信をサ
イマルキャストするように適合された第２のグループと、を備える分散アンテナシステム
。
【請求項２】
　前記複数の遠隔アンテナユニットが、少なくとも１つの基地局と通信可能に結合される
、請求項１に記載の分散アンテナシステム。
【請求項３】
　前記基地局が、前記第１のグループおよび前記第２のグループ用の前記サイマルキャス
トダウンリンク送信を円滑にするためのＲＦ接続マトリックスと結合される、請求項２に
記載の分散アンテナシステム。
【請求項４】
　前記ＲＦ接続マトリックスが、
　第１のキャリア上での送信のために１つまたは複数の遠隔アンテナユニットに第１のダ
ウンリンク送信をルーティングするように適合された第１のキャリア固有ＲＦ接続マトリ
ックスモジュールと、
　第２のキャリア上での送信のために１つまたは複数の遠隔アンテナユニットに第２のダ
ウンリンク送信をルーティングするように適合された第２のキャリア固有ＲＦ接続マトリ
ックスモジュールとを備える、請求項３に記載の分散アンテナシステム。
【請求項５】
　前記基地局が、前記第１のグループおよび前記第２のグループ用の前記サイマルキャス
トダウンリンク送信を円滑にするための統合された基地局サイマルキャストコントローラ
モジュールを含む、請求項２に記載の分散アンテナシステム。
【請求項６】
　前記複数の遠隔アンテナユニットが各々、それぞれの基地局に通信可能に結合され、各
それぞれの基地局が、前記第１のグループおよび前記第２のグループ用の前記サイマルキ
ャストダウンリンク送信を円滑にするための基地局サイマルキャストコントローラモジュ
ール装置と結合される、請求項２に記載の分散アンテナシステム。
【請求項７】
　前記第１のグループに含まれる少なくとも１つの遠隔アンテナユニットが、遠隔アンテ
ナユニットの前記第２のグループにも含まれ、前記第１のグループを用いる前記第１のキ
ャリア上と、前記第２のグループを用いる前記第２のキャリア上の両方でのダウンリンク
送信をサイマルキャストするように適合される、請求項１に記載の分散アンテナシステム
。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　セクタ識別（ＩＤ）を利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第１のグルー
プを用いて、第１のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストすることと、
　前記セクタＩＤを利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第２のグループを
用いて、第２のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストすることであって、前
記第２のグループの少なくとも１つの遠隔アンテナユニットが、前記第１のグループの前
記遠隔アンテナユニットとは異なる、ワイヤレス通信の方法。
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【請求項９】
　前記第１のグループが、２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる前記第２のグループ
にも含まれる少なくとも１つの遠隔アンテナユニットを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応じて、前記第１のグループ
、前記第２のグループ、または前記第１のグループと前記第２のグループの両方用の少な
くとも１つの遠隔アンテナユニットを変更することをさらに備える、請求項８に記載の方
法。
【請求項１１】
　セクタ識別（ＩＤ）を利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第１のグルー
プを用いて、第１のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストするための手段と
、
　前記セクタＩＤを利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第２のグループを
用いて、第２のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストするための手段であっ
て、前記第２のグループの少なくとも１つの遠隔アンテナユニットが、前記第１のグルー
プの前記遠隔アンテナユニットとは異なる、手段とを備える分散アンテナシステム。
【請求項１２】
　少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応じて、前記第１のグループ
、前記第２のグループ、または前記第１のグループと前記第２のグループの両方用の少な
くとも１つの遠隔アンテナユニットを変更するための手段をさらに備える、請求項１１に
記載の分散アンテナシステム。
【請求項１３】
　プロセッサ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であって、
　前記プロセッサ可読媒体が、
　セクタ識別（ＩＤ）を利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第１のグルー
プを用いて、第１のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストするための命令と
、
　前記セクタＩＤを利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第２のグループを
用いて、第２のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストするための命令であっ
て、前記第２のグループの少なくとも１つの遠隔アンテナユニットが、前記第１のグルー
プの前記遠隔アンテナユニットとは異なる、命令とを備えるコンピュータプログラム製品
。
【請求項１４】
　前記第１のグループが、２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる前記第２のグループ
にも含まれる少なくとも１つの遠隔アンテナユニットを含む、請求項１３に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
【請求項１５】
　前記プロセッサ可読媒体が、
　少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応じて、前記第１のグループ
、前記第２のグループ、または前記第１のグループと前記第２のグループの両方用の少な
くとも１つの遠隔アンテナユニットを変更するための命令をさらに備える、請求項１３に
記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１６】
　互いから空間的に分離された複数の遠隔アンテナユニットであって、互いと隣接しない
それぞれのカバレージエリアをもつ２つ以上の遠隔アンテナユニットが、ダウンリンク送
信をサイマルキャストするように適合されるアンテナユニットを備える分散アンテナシス
テム。
【請求項１７】
　ダウンリンク送信をサイマルキャストするように適合された前記２つ以上の遠隔アンテ
ナユニットの各々が、前記２つ以上の遠隔アンテナユニットとはサイマルキャストしない
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少なくとも１つの他の遠隔アンテナユニットをもつ互いとは分離される、請求項１６に記
載の分散アンテナシステム。
【請求項１８】
　前記複数の遠隔アンテナユニットが、前記２つ以上の遠隔アンテナユニット用の前記サ
イマルキャストダウンリンク送信を円滑にするためのＲＦ接続マトリックスと通信可能に
結合される、請求項１６に記載の分散アンテナシステム。
【請求項１９】
　前記ＲＦ接続マトリックスが、
　第１のキャリア上での送信のために１つまたは複数の遠隔アンテナユニットに第１のダ
ウンリンク送信をルーティングするように適合された第１のキャリア固有ＲＦ接続マトリ
ックスモジュールと、
　第２のキャリア上での送信のために１つまたは複数の遠隔アンテナユニットに第２のダ
ウンリンク送信をルーティングするように適合された第２のキャリア固有ＲＦ接続マトリ
ックスモジュールとを備える、請求項１８に記載の分散アンテナシステム。
【請求項２０】
　前記複数の遠隔アンテナユニットが、前記２つ以上の遠隔アンテナユニットのための前
記サイマルキャストダウンリンク送信を円滑にするための統合された基地局サイマルキャ
ストコントローラモジュールを含む基地局と通信可能に結合される、請求項１６に記載の
分散アンテナシステム。
【請求項２１】
　前記複数の遠隔アンテナユニットの各々が、それぞれの基地局と通信可能に結合され、
各それぞれの基地局が、前記２つ以上の遠隔アンテナユニットのための前記サイマルキャ
ストダウンリンク送信を円滑にするための外部基地局サイマルキャストコントローラモジ
ュール装置と結合される、請求項１６に記載の分散アンテナシステム。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の遠隔アンテナユニットを用いてダウンリンク送信をサイマルキャストすることと
、
　第２の遠隔アンテナユニットを用いて前記ダウンリンク送信をサイマルキャストするこ
とであって、前記第１の遠隔アンテナユニットと前記第２の遠隔アンテナユニットがサイ
マルキャストグループを形成し、前記第２の遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバ
レージエリアが前記第１の遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレージエリアに隣
接しないように、前記第２の遠隔アンテナユニットが位置付けられることとを備える方法
。
【請求項２３】
　少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応答して、前記サイマルキャ
ストグループに少なくとも１つの追加の遠隔アンテナユニットを追加することをさらに備
える、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記サイマルキャストグループが１つまたは複数の他の遠隔アンテナユニットを含み、
　少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応答して、前記サイマルキャ
ストグループから少なくとも１つの遠隔アンテナを削除することをさらに備える、請求項
２２に記載の方法。
【請求項２５】
　第１の遠隔アンテナユニットを用いてダウンリンク送信をサイマルキャストするための
手段と、
　第２の遠隔アンテナユニットを用いて前記ダウンリンク送信をサイマルキャストするた
めの手段であって、前記第１の遠隔アンテナユニットと前記第２の遠隔アンテナユニット
がサイマルキャストグループを形成し、前記第２の遠隔アンテナユニットに関連付けられ
たカバレージエリアが前記第１の遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレージエリ
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アに隣接しないように、前記第２の遠隔アンテナユニットが位置付けられる、手段とを備
える分散アンテナシステム。
【請求項２６】
　プロセッサ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であって、
　前記プロセッサ可読媒体が、
　複数の遠隔アンテナユニットを用いてダウンリンク送信をサイマルキャストするための
命令であって、前記遠隔アンテナユニットのうちの少なくとも１つが、前記少なくとも１
つの遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレージエリアが、前記複数の遠隔アンテ
ナユニットのその他の遠隔アンテナユニットのいずれかに関連付けられたカバレージエリ
アに隣接しないように位置付けられる命令を備えるコンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張
　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれる
、２０１１年１０月１４日に出願した「Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｍｏｄｅｍ　Ａｒｃ
ｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　ｆｏｒ　Ｓｉｍｕｌｃａｓｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｄｅ－Ｓｉｍｕｌｃ
ａｓｔｉｎｇ　ｉｎ　ａ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ」と
題する米国仮出願第６１／５４７，６３９号の優先権を主張する。本特許出願は、本出願
の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１１年１２月１６
日に出願した「Ｄｅｖｉｃｅｓ，　Ｍｅｔｈｏｄｓ，　ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　ｆｏｒ
　Ｓｉｍｕｌｃａｓｔｉｎｇ　ｉｎ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓ
ｔｅｍｓ（ＤＡＳ）　ｔｏ　Ｉｍｐｒｏｖｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ
」と題する米国仮出願第６１／５７６，８３６号の優先権も主張する。
【０００２】
　本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ワイヤレス通
信システムにおける送信のサイマルキャストおよびデサイマルキャストに関する。
【背景技術】
【０００３】
　従来のワイヤレス通信システムにおいて、送受信基地局（ＢＴＳまたは基地局）は、モ
バイルユニット（たとえば、アクセス端末）とアクセスネットワークとの間のワイヤレス
通信を円滑にする。典型的な基地局は、モバイルユニットに無線信号を送り（すなわち、
ダウンリンク送信）、モバイルユニットから無線信号を受信する（すなわち、アップリン
ク送信）ための複数のトランシーバユニットおよびアンテナを含む。基地局は一般に、大
規模な地理的エリアにわたる通信カバレージを戦略的に最大化するように配置される。一
般に、基地局は、バックホール(backhaul)接続により電話ネットワークに通信可能に結合
される。
【０００４】
　ワイヤレス通信システムの信頼性およびスループットについての要求事項が増え続けて
いるので、高品質サービスでの高データレートセルラーアクセスを提供するためのソリュ
ーションおよび方法が所望される。いくつかの環境では、ただ１つの基地局によってエリ
アをカバーするのではなく、共通基地局によって制御される複数の遠隔アンテナユニット
（remote antenna units：ＲＡＵ）によって同じカバレージが提供される、分散アンテナ
システム（distributed antenna system：ＤＡＳ）が利用され得る。言い換えると、分散
アンテナシステム（ＤＡＳ）とは、空間的に分離されたアンテナノードまたは遠隔アンテ
ナユニット（ＲＡＵ）が移送媒体により共通ソースに接続されるネットワークである。分
散アンテナシステム（ＤＡＳ）を利用するワイヤレス通信システムはしたがって、地理的
エリアまたは構造内で改良ワイヤレスサービスを提供することができる。分散アンテナシ
ステム（ＤＡＳ）アーキテクチャ構成のいくつかの利点は、たとえば、信頼性向上、総電
力削減、容量増大の可能性、および遠隔アンテナユニット（ＲＡＵ）と端末デバイスとの
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間のより頻繁に起こる見通し（line-of-sight:ＬＯＳ）状態を含む。
【０００５】
　分散アンテナシステム（ＤＡＳ）アーキテクチャは、いくつかの利益をワイヤレス通信
システムにもたらし得るが、そのような分散アンテナシステム（ＤＡＳ）の最大限の能力
は、追加の特徴によって拡張され得る。
【発明の概要】
【０００６】
　本開示の１つまたは複数の態様は、ワイヤレス通信システムの性能を向上させるように
適合された(adapted to)サイマルキャスト構成を含む分散アンテナシステムを提供する。
１つまたは複数の例において、分散アンテナシステムは、互いから(from one another)空
間的に分離された複数の遠隔アンテナユニットを含み得る。複数の遠隔アンテナユニット
から選択された遠隔アンテナユニットの第１のグループは、第１のキャリア上で、特定の
セクタ識別（sector identity:ＩＤ）をもつダウンリンク送信をサイマルキャストするよ
うに適合され(adapted to)得る。さらに、遠隔アンテナユニットの第２のグループも、複
数の遠隔アンテナユニットから選択されてよく、第１のキャリアとは異なる第２のキャリ
ア上で、同じセクタＩＤをもつダウンリンク送信をサイマルキャストするように適合され
得る。第２のグループは、第１のグループの遠隔アンテナユニットとは異なる少なくとも
１つの遠隔アンテナユニットを含み得る。
【０００７】
　１つまたは複数のさらなる例において、分散アンテナシステムは、互いから空間的に分
離された複数の遠隔アンテナユニットを含み得る。互いと(to one another)隣接しないそ
れぞれのカバレージエリアをもつ少なくとも２つの遠隔アンテナユニットは、ダウンリン
ク送信をサイマルキャストするように適合される。
【０００８】
　さらなる態様は、ワイヤレス通信のための方法および／またはそのような方法を実施す
るための手段を含む分散アンテナシステムを含む。そのような方法の１つまたは複数の例
は、セクタ識別（ＩＤ）を利用する、２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第１のグ
ループを用いて、第１のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストすることを含
み得る。ダウンリンク送信は、同じセクタＩＤを利用する、２つ以上の遠隔アンテナユニ
ットからなる第２のグループを用いて、第２のキャリア上でサイマルキャストすることも
でき、第２のグループの少なくとも１つの遠隔アンテナユニットは、第１のグループの遠
隔アンテナユニットとは異なる。
【０００９】
　ワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の追加の例において、ダウンリンク送信
は、第１の遠隔アンテナユニットと第２の遠隔アンテナユニットがサイマルキャストグル
ープを形成するように、第１の遠隔アンテナユニットを用いて、および第２の遠隔アンテ
ナユニットを用いてサイマルキャストすることができる。第２の遠隔アンテナユニットは
、第２の遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレージエリアが第１の遠隔アンテナ
ユニットに関連付けられたカバレージエリアに隣接しないように位置付けることができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本開示の１つまたは複数の態様が適用され得る少なくとも１つの例によるネット
ワーク環境を示すブロック図。
【図２】３つの異なるキャリアの各々が、異なるサイマルキャスト配信で構成される、分
散アンテナシステムにおける時差サイマルキャスト配信の少なくとも１つの例を示すブロ
ック図。
【図３】ワイヤレス通信のための方法の少なくとも１つの例を示す流れ図。
【図４】母集団が少なくとも実質的にグループとして移動する地理的エリア内で利用可能
な分散アンテナシステムアーキテクチャの少なくとも１つの例を示すブロック図。
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【図５】ワイヤレス通信のための方法の少なくとも１つの例を示す流れ図。
【図６】少なくとも１つの例によるネットワークエンティティの選択構成要素を示すブロ
ック図。
【図７】分散アンテナシステム（ＤＡＳ）についての、本明細書に記載する特徴のうちの
１つまたは複数を実行するための、ＲＦ接続マトリックスとともに動作するように適合さ
れた基地局の少なくとも１つの例の選択構成要素を示す簡略化したブロック図。
【図８】図７のＲＦ接続マトリックスの少なくとも１つの例に関する選択詳細を示すブロ
ック図。
【図９】図７のＲＦ接続マトリックスの少なくとも１つの他の例に関する選択詳細を示す
ブロック図。
【図１０】ＲＦ接続マトリックス上で動作可能な方法の少なくとも１つの例を示す流れ図
。
【図１１】少なくとも１つの例による、統合された基地局サイマルキャストコントローラ
モジュールを含む基地局を示すブロック図。
【図１２】少なくとも１つの例による、統合された基地局サイマルキャストコントローラ
モジュールを含む、図１１の基地局に関する追加的な詳細を示すブロック図。
【図１３】基地局上で動作可能な方法の少なくとも１つの例を示す流れ図。
【図１４】複数の基地局と通信するように適合された処理システムとして実行される基地
局サイマルキャストコントローラモジュールを利用する分散アンテナシステム（ＤＡＳ）
の少なくとも１つの例の選択構成要素を示すブロック図。
【図１５】基地局サイマルキャストコントローラモジュール上で動作可能な方法の少なく
とも１つの例を示す流れ図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　添付の図面とともに以下で説明される、発明を実施するための形態は、様々な構成を説
明するものであり、本明細書に記載された概念が実施され得る唯一の構成を表すものでは
ない。以下の説明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただ
し、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明らかで
あろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られている
回路、構造、技法および構成要素がブロック図の形式で示される。
【００１２】
　以下の説明において、特定の用語が、いくつかの特徴を記述するために使われる。たと
えば、「基地局」および「アクセス端末」という用語が、本明細書で使用され、広く解釈
されるものとする。たとえば、「基地局」は概して、（たとえば、１つまたは複数のアク
セス端末のために）通信またはデータネットワークへのワイヤレス接続性を可能にするデ
バイスを指す。基地局は、１つまたは複数の遠隔アンテナユニットとインターフェースを
とることが可能であり得る。基地局は、当業者によって、アクセスポイント、送受信基地
局（ＢＴＳ）、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット
（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、フェムトセル、ピ
コセル、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００１３】
　「アクセス端末」は概して、ワイヤレス信号を通して１つまたは複数の他のデバイスと
通信する１つまたは複数のデバイスを指す。アクセス端末の例として、モバイル電話、ペ
ージャ、ワイヤレスモデム、携帯情報端末、個人情報マネージャ（ＰＩＭ）、パーソナル
メディアプレーヤ、パームトップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、タブレット
コンピュータ、テレビ、アプライアンス、ｅリーダ、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）
、マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）対応デバイス、および／または少なくとも部分的にはワイ
ヤレスもしくはセルラーネットワークを通して通信する他の通信／コンピューティングデ
バイスがある。
【００１４】



(8) JP 2016-201819 A 2016.12.1

10

20

30

40

50

　図１は、本開示の１つまたは複数の態様が適用され得るネットワーク環境を示すブロッ
ク図である。ワイヤレス通信システム１００は、分散アンテナシステム（ＤＡＳ）アーキ
テクチャで実行されてよく、１つまたは複数の従来の電気通信システム、ネットワークア
ーキテクチャ、および／または通信規格に従って構成され得る。限定ではなく例として、
ワイヤレス通信システム１００は、エボリューションデータ最適化（ＥＶ－ＤＯ）、ユニ
バーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）、（ＦＤＤ、ＴＤＤ、もしくは両方のモ
ードでの）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））、（ＦＤＤ、ＴＤＤ、
もしくは両方のモードでの）ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）、ＣＤＭＡ２０００、ウ
ルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商
標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、超
広帯域（ＵＷＢ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、および／または他の適したシステ
ムのうちの１つまたは複数に従って構成され得る。採用される実際の電気通信システム、
ネットワークアーキテクチャ、および／または通信規格は、特定の適用例およびシステム
１００に課せられる全体的な設計制約に依存することになる。
【００１５】
　ワイヤレス通信システム１００は概して、複数の遠隔アンテナユニット（ＲＡＵ）１０
２と、１つまたは複数の基地局１０４と、基地局コントローラ（ＢＳＣ）１０６と、公衆
交換電話網（ＰＳＴＮ）への（たとえば、移動交換センター／在圏ロケーションレジスタ
（ＭＳＣ／ＶＬＲ）を介して）、および／またはＩＰネットワークへの（たとえば、パケ
ットデータ交換ノード（ＰＤＳＮ）を介して）アクセスを提供するコアネットワーク１０
８とを含む。システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作
をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号を送
信することができる。各被変調信号は、ＣＤＭＡ信号、ＴＤＭＡ信号、ＯＦＤＭＡ信号、
シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）信号などであり得る。各被変調
信号は、異なるキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、パイロット信号）、オーバ
ーヘッド情報、データなどを搬送し得る。
【００１６】
　遠隔アンテナユニット１０２は、１０２－ａ、１０２－ｂおよび１０２－ｃとして識別
され、１つまたは複数のアクセス端末１１０とワイヤレス通信するように適合される。図
示するように、遠隔アンテナユニット１０２－ａ、１０２－ｂ、１０２－ｃの各々は、互
いとは(from each other)空間的に分離され、移送媒体１１２を介して共通基地局１０４
に接続される。移送媒体１１２は、様々な例においてファイバケーブルおよび／または光
ケーブルを含み得る。したがって、基地局１０４は、１つまたは複数のアクセス端末１１
０と通信するために、複数の遠隔アンテナユニット１０２－ａ、１０２－ｂ、１０２－ｃ
に信号を能動的に配信すればよい。
【００１７】
　基地局１０４は、遠隔アンテナユニット１０２－ａ、１０２－ｂ、１０２－ｃを用いて
、および基地局コントローラ１０６の制御下で、複数のキャリアを介してアクセス端末１
１０と通信するように構成され得る。基地局１０４は、本明細書においてセルと呼ばれる
、それぞれの地理的エリア用の通信カバレージを提供することができる。セルは、対応す
るセクタ１１４－ａ、１１４－ｂおよび１１４－ｃによって示されるように、各遠隔アン
テナユニット１０２－ａ、１０２－ｂ、１０２－ｃのそれぞれのカバレージエリアによっ
て形成されるセクタ１１４に分割され得る。
【００１８】
　少なくともいくつかの例において、基地局１０４は、遠隔アンテナユニット１０２－ａ
、１０２－ｂ、１０２－ｃのうちの２つ以上を利用して、本質的に同じ信号を送信するよ
うに適合されてよく、この信号は、可能性としては単一のアクセス端末１１０において受
信される。このタイプの送信は一般に、サイマルキャスト(simulcast)と呼ばれる。たと
えば、基地局１０４は、２つの遠隔アンテナユニット１０２－ａおよび１０２－ｂからダ
ウンリンク信号を送信してよい。各遠隔アンテナユニット１０２－ａ、１０２－ｂからの
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信号が、理想的には受信アクセス端末１１０において強め合うように合わさるので、サイ
マルキャストは、受信アクセス端末１１０における信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）を向上
させ得る。さらに、サイマルキャストされた送信すべてが、地勢または減衰により阻止さ
れる可能性は、単一の遠隔アンテナユニット１０２からの送信の場合よりも低い。遠隔ア
ンテナユニット１０２－ａおよび１０２－ｂがダウンリンク信号をサイマルキャストする
ケースでは、セクタ１１４－ａおよび１１４－ｂによって示される２つのエリアは、単一
のセクタになってよく、単一のセクタ識別（たとえば、単一の擬似ランダムノイズ（ＰＮ
）コード）を利用することができる。
【００１９】
　基地局１０４は、異なる遠隔アンテナユニット１０２－ａ、１０２－ｂ、１０２－ｃか
ら異なる信号を送信するようにも適合され得る。このタイプの送信は一般に、デサイマル
キャスト(de-simulcasting)と呼ばれる。たとえば、基地局１０４は、遠隔アンテナユニ
ット１０２－ｃから異なるダウンリンク信号を送信するように適合され得る。デサイマル
キャストは、その他の遠隔アンテナユニット１０２－ａ、１０２－ｂによって使われるも
のと同じ搬送周波数を使って、または異なる搬送周波数を使って実施することができる。
デサイマルキャストは、単位エリアごとのデータレートを増大させることによって、ワイ
ヤレス通信システム１００の容量を向上させ得る。つまり、特定の地理的エリアを担当す
る各遠隔アンテナユニット１０２－ａ、１０２－ｂ、１０２－ｃが異なる信号を送信して
いるとき、より多数のアクセス端末１１０がシステム１００によって担当(serve)され得
る。遠隔アンテナユニット１０２－ａ、１０２－ｂ、１０２－ｃがダウンリンク信号をデ
サイマルキャストするように適合されるケースでは、各エリア１１４－ａ、１１４－ｂ、
１１４－ｃは、個々および別個のセクタＩＤを利用する。
【００２０】
　上述したように、複数の遠隔アンテナユニットがダウンリンク送信をサイマルキャスト
するように適合されてよく、ここでサイマルキャスト遠隔アンテナユニットの各グループ
はセクタを形成する。本明細書で使用するように、複数のサイマルキャスト遠隔アンテナ
ユニットは、共通擬似ランダムノイズ（ＰＮ）コードなどの共通セクタ識別を利用するこ
とによってセクタを形成し得る。図２は、ダウンリンク送信をサイマルキャストするため
にグループになって作用する複数の遠隔アンテナユニット（図１の遠隔アンテナユニット
１０２－ａ、１０２－ｂ、１０２－ｃなど）を含むカバレージエリア２００を示すブロッ
ク図である。図示するように、各六角形は、無線信号を送信および受信するための１つの
遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレージエリアを表す。さらに、各遠隔アンテ
ナユニット（すなわち、各六角形）は、サイマルキャストダウンリンク送信のためのグル
ープを形成する１つまたは複数の他の遠隔アンテナユニット（すなわち、１つまたは複数
の他の六角形）に関連付けられる。２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる各サイマル
キャストグループは、単一のセクタを形成するために、共通セクタＩＤを利用することが
できる。図２によって示される例では、カバレージエリア２００は、１９個の異なるサイ
マルキャストグループ（たとえば、一意のハッチパターンで各々が示されるセクタＡ～Ｓ
）で構成され、各サイマルキャストグループは、３つの遠隔アンテナユニットを含む。
【００２１】
　本開示の特徴によると、カバレージエリア２００は、複数の異なるキャリア（たとえば
、異なる周波数の異なる波形信号）の各々に対して異なるサイマルキャストグループ構成
を利用するように構成され得る。言い換えると、第１のキャリア用の特定のセクタＩＤを
もつサイマルキャストダウンリンク送信に利用される遠隔アンテナユニットは、第２のキ
ャリア用の同じセクタＩＤをもつダウンリンク送信をサイマルキャストするために利用さ
れる遠隔アンテナユニットとは異なり得る。この特徴については、図２に示す３つの異な
る図面によって示される非限定的例を参照することによって、さらに理解することができ
よう。
【００２２】
　図２の上の図は、カバレージエリア２００内の第１のキャリア用のサイマルキャストグ
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ループ配信を示す。図示するように、遠隔アンテナユニットは、１９個の異なるサイマル
キャストグループにグループ化され、各グループは異なるセクタＩＤ（たとえば、セクタ
ＩＤ　Ａ～Ｓ）を利用する。各グループは、３つの異なる遠隔アンテナユニットを含み、
共通セクタＩＤを使う第１のキャリア用のダウンリンク送信をサイマルキャストする。た
とえば、第１のキャリア用のセクタＩＤ「Ａ」をもつダウンリンク送信をサイマルキャス
トするように適合されたグループを形成する遠隔アンテナユニットは、ハッチパターンな
しで示される中央の３つの遠隔アンテナユニットを含むように示され、矢印２０２で示さ
れる。同様に、第１のキャリア用のセクタＩＤ「Ｐ」をもつダウンリンク送信をサイマル
キャストするように適合されたグループを形成する遠隔アンテナユニットは、カバレージ
エリア２００の上および中央に置かれた３つの遠隔アンテナユニットを含むように示され
、垂直線のハッチパターンで示され、矢印２０４で示される。
【００２３】
　図２の中央の図では、第２のキャリア用のサイマルキャストグループ配信が、同じカバ
レージエリア２００について示されている。この例では、同じ１９個の異なるセクタＩＤ
が利用される（たとえば、セクタＩＤ　Ａ～Ｓ）。ただし、第２のキャリアに対して、各
サイマルキャストグループ（たとえば、各セクタＩＤ）は、ダウンリンク送信をサイマル
キャストするための３つの遠隔アンテナユニットからなる異なるグループを利用する。た
とえば、図２によって示される例において、第２のキャリア用のセクタＩＤ「Ａ」をもつ
ダウンリンク送信をサイマルキャストするように適合されたグループを形成する遠隔アン
テナユニット（矢印２０６で示される）は、第１のキャリア用の同じセクタＩＤ「Ａ」を
もつ、サイマルキャストに利用される遠隔アンテナユニットとは異なる２つの遠隔アンテ
ナユニットを含むように示される。この例では、サイマルキャストグループの各々は、上
および右にシフトされる。
【００２４】
　第２のキャリアをもついくつかのサイマルキャストグループに対して、サイマルキャス
トグループの３つの遠隔アンテナユニットが、第１のキャリアの場合のように互いと隣接
しなくなるように、遠隔アンテナユニットが分離される。たとえば、第２のキャリア用の
セクタＩＤ「Ｐ」をもつ、ダウンリンク送信をサイマルキャストするために利用される遠
隔アンテナユニットのグループは、カバレージエリア２００の上および中央における１つ
の遠隔アンテナユニット２０８と、カバレージエリア２００の左下における２つの他の遠
隔アンテナユニット２１０とを含むように示される。
【００２５】
　図２の下の図は、同じカバレージエリア２００に対する第３のキャリア用のサイマルキ
ャストグループ配信を示す。この例では、同じ１９個の異なるセクタＩＤが利用される（
たとえば、セクタＩＤ　Ａ～Ｓ）。ただし、第３のキャリアに対して、各サイマルキャス
トグループ（たとえば、各セクタＩＤ）は、ダウンリンク送信をサイマルキャストするた
めの３つの遠隔アンテナユニットからなるさらに別の異なるグループを利用する。たとえ
ば、図２によって示される例において、第３のキャリア用のセクタＩＤ「Ａ」をもつ、ダ
ウンリンク送信をサイマルキャストするように適合されたグループを形成する遠隔アンテ
ナユニット（矢印２１２で示される）は、第１または第２のキャリア用の同じセクタＩＤ
をもつ、サイマルキャストに利用される遠隔アンテナユニットとは異なる２つの遠隔アン
テナユニットを含むように示される。この例では、サイマルキャストグループの各々は、
上および左にシフトされる。
【００２６】
　中央の図の場合と同様に、下の図は、空間的に分離されるとともに互いとそれ以上隣接
しない遠隔アンテナユニットを含むいくつかのサイマルキャストグループを含む。たとえ
ば、第３のキャリア用のセクタＩＤ「Ｐ」をもつ、ダウンリンク送信をサイマルキャスト
するために利用される遠隔アンテナユニットのグループは、カバレージエリア２００の上
および中心における１つの遠隔アンテナユニット２１４と、カバレージエリア２００の左
下側における１つの遠隔アンテナユニット２１６と、カバレージエリア２００の右下側に
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おける１つの遠隔アンテナユニット２１８とを含むように示される。
【００２７】
　サイマルキャスト構成が３：１の比（すなわち、３つの遠隔アンテナユニットに対して
１つのセクタ）を有する、図示する例において、異なるキャリア用に異なるサイマルキャ
ストグループ配信を提供することによって、信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）の大幅な向上
が達成され得る。たとえば、従来の分散アンテナシステム（ＤＡＳ）は、３つのすべての
キャリアに対して、図２の３つのサイマルキャストグループ配信構成のうちただ１つを利
用する。つまり、従来の分散アンテナシステム（ＤＡＳ）は一般に、３つのすべてのキャ
リアに対して、上、中央または下の構成のいずれかを使い、カバレージエリア２００にわ
たって分散されたアクセス端末についての信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）に対するある程
度の向上を達成する。比較すると、上述した構成に従って各キャリアに対して異なるサイ
マルキャストグループ配信が利用されるサイマルキャストアーキテクチャを利用して、信
号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）はさらに改善され得る。限定ではなく例として、アクセス端
末の特定の場所向けの最良サイマルキャストパターンを有するキャリアに割り当てられる
と、地勢において一様に廃棄される、シングルキャリアアクセス端末についての１０％末
尾において、記載する構成において、４ｄＢの向上が判定された。
【００２８】
　さらに、すべてのキャリアに対して同じサイマルキャストグループ配信(simulcasting 
group distribution)を利用するのと比較して、図２の３つの異なるサイマルキャストグ
ループ配信を利用することによって、ネットワークスループットにおける全体的利得も得
ることができる。記載する構成では、各ユーザにとって最良である、より多くの時間がサ
イマルキャスト配信に対して割り振られてよく、結果としてネットワークスループットの
全体的利得が生じ、１０％末尾スループットが増加する。限定ではなく例として、全体的
ネットワークスループットの増加ならびに２７％の１０％末尾スループットの増加が、図
２に示す特定の例において判定された。ただし、実行される特定の展開モデルによっては
、より小さいまたは大きいスループット利得が可能であり得る。
【００２９】
　図２を参照して上述したキャリアの数およびサイマルキャスト配信構成は例にすぎず、
基底特徴の様々な実施形態に従って、他の構成および他の数のキャリアも利用され得るこ
とに留意されたい。
【００３０】
　本開示の少なくとも１つの態様は、ワイヤレス通信のための方法を含む。図３は、図２
を参照して上述した特徴に関連付けられたワイヤレス通信のための方法３００の少なくと
も１つの例を示す流れ図である。方法３００は、ステップ３０２で、共通セクタＩＤを利
用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第１のグループを用いた第１のキャリア
上でのサイマルキャストダウンリンク送信を含む。ステップ３０４で、ダウンリンク送信
が、同じセクタＩＤを利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第２のグループ
をもつ第２のキャリア上でサイマルキャストされる。第２のグループの少なくとも１つの
遠隔アンテナユニットは、第１のグループを構成する遠隔アンテナユニットとは異なる。
【００３１】
　たとえば、図２のグループ２０２は、第１のキャリア上で、セクタＩＤ「Ａ」をもつ、
ダウンリンク送信をサイマルキャストする遠隔アンテナユニットからなる第１のグループ
であってよく、グループ２０６は、第２のキャリア上で、同じセクタＩＤ「Ａ」をもつ、
ダウンリンク送信をサイマルキャストする遠隔アンテナユニットからなる第２のグループ
であってよい。この例において、グループ２０２を構成する遠隔アンテナユニットは、グ
ループ２０６を構成する遠隔アンテナユニットとは異なる。つまり、第２のグループ２０
６の遠隔アンテナユニットのうち２つは、第１のグループ２０２を構成する遠隔アンテナ
ユニットとは異なる遠隔アンテナユニットである。この非限定的例において、第１のグル
ープ２０２中の遠隔アンテナユニットのうち１つは、第２のグループ２０６の遠隔アンテ
ナユニットとしても含まれる。
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【００３２】
　本開示の少なくともいくつかの特徴は、カバレージエリア内でリソースを戦略的に分散
することによって、効率を増すことに関する。一般に、特定のエリアについてのスペクト
ル効率を増すための戦略は、基地局の数の増加だけ、そのエリア内の基地局セクタの数を
増大させることを含んでおり、この場合基地局はかなり高価になり得る。ただし、いくつ
かの事例において、特定のカバレージエリア内のすべての場所は、スペクトル効率の増大
を同時には必要としない場合がある。多数の人々が、一緒に移動する傾向があり得ると判
断されているので、スペクトル効率の増大は、各瞬間に対して所与のエリアのただ１つの
部分において有益になる。たとえば、図４は、集団の大部分が、各日および／または週の
一部の間、エリア４０２中およびその周辺に、ならびに各日および／または週の別の一部
の間、エリア４０４中およびその周辺に見られ得る地理的カバレージエリア４００を示す
ブロック図である。たとえば、カバレージエリア４００内の集団の大部分は、集団が仕事
に行くので、朝はエリア４０２内に移動する可能性があり、次いで、概して集団が家に戻
るので、夜はエリア４０４内に見られ得る。
【００３３】
　ある特徴によると、サイマルキャスト配信構成は、カバレージエリア内でリソースを分
散する際の効率増大のために実行することができる。たとえば、サイマルキャスト配信構
成は、基地局の数を増やすことなく、カバレージエリアの所与の一部におけるセクタの数
を増やすことによって、スペクトル効率を増すように実行され得る。
【００３４】
　依然として図４を参照すると、複数の遠隔アンテナユニット１０２は、カバレージエリ
ア４００にわたって空間的に分散される。図示する例において、サイマルキャストグルー
プ(simulcasting groups)は、サイマルキャストグループを形成する遠隔アンテナユニッ
ト(remote antenna units)のそれぞれのカバレージエリア(coverage areas)が概して互い
と隣接しないように地理的に分離される遠隔アンテナユニットで形成される。概して、サ
イマルキャスト遠隔アンテナユニット(simulcasting remote antenna units)の間の地理
的分離(geographic separation)は、サイマルキャストグループの少なくとも１つの遠隔
アンテナユニットと通信するアクセス端末が、どの所与のときにも、同じサイマルキャス
トグループの少なくとも１つの他の遠隔アンテナユニットと通信することができないよう
なものであってよい。
【００３５】
　各サイマルキャストグループが、遠隔アンテナユニットがダウンリンク送信をサイマル
キャストするように構成されるためのセクタＩＤを示す文字で図４に示されている。たと
えば、２つの遠隔アンテナユニット１０２Ａは、これらの２つの遠隔アンテナユニットが
同じセクタＩＤ「Ａ」を使って送信をサイマルキャストするように適合されることを示す
ように、文字「Ａ」で示される。同様に、２つの遠隔アンテナユニット１０２Ｅは、これ
らの２つの遠隔アンテナユニットが同じセクタＩＤ「Ｅ」を使って送信をサイマルキャス
トすることを示すように、文字「Ｅ」で示される。図示するように、２つの遠隔アンテナ
ユニット１０２Ａは、各遠隔アンテナユニット１０２Ａのそれぞれのカバレージエリアが
隣接しないように、地理的に分離される。２つの遠隔アンテナユニット１０２Ｅも、同様
に地理的に分離される。セクタＩＤ「Ｂ」～「Ｄ」および「Ｆ」～「Ｉ」についての同様
のサイマルキャストペアも示されており、各ペアについての遠隔アンテナユニットは互い
から(from one another)地理的に分離される。
【００３６】
　図示する例において、多数のユーザが所与のエリア（たとえば、４０２または４０４）
に集中する所ではどこでも、ユーザは複数のセクタによって担当される。たとえば、集団
の大多数が（たとえば、朝に）エリア４０２中およびその周辺に見られるとき、集団の大
多数は、概してセクタ「Ａ」～「Ｉ」のすべてによって担当される。集団の大部分が（た
とえば、夜に）エリア４０４中およびその周辺のエリアに移動すると、集団の大部分は、
概して同じ数のセクタ「Ａ」～「Ｉ」によって担当される。集団の大多数がネットワーク
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中を移動すると、すべての遠隔アンテナユニットが大きいスループット要求を受ける確率
は低くなる。したがって、図４に示すサイマルキャストパターンを用いると、集団がネッ
トワーク中を少なくとも実質的に一緒に移動するとき、母集団は一般に、８または９つの
異なるセクタによって担当される。これは、サイマルキャスト遠隔アンテナユニットが互
いと地理的に隣接する典型的な構成において利用可能になるセクタの約２倍の数のセクタ
である。さらに、エリアごとのセクタの数は、そのエリアを担当する基地局の数を増やさ
ずに増加される。さらに、同じ集団がカバレージエリア４００中でより集中せず、より均
一に広がる場合、遠隔アンテナユニット１０２の分散型サイマルキャストパターンにわた
るカバレージエリア４００全体を担当するために利用されるセクタ「Ａ」～「Ｉ」は、集
団の要求を満たすのに、依然として十分である。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、特定のカバレージエリア４００内の遠隔アンテナユニットす
べてが、サイマルキャストするように適合されなくてもよいことに留意されたい。そうで
はなく、多数の可能な構成による、サイマルキャスト遠隔アンテナユニットと、デサイマ
ルキャスト遠隔アンテナユニットの組合せがあり得る。
【００３８】
　本開示の少なくとも１つの態様は、ワイヤレス通信のための方法を含む。図５は、図４
を参照して上述した特徴に関連付けられたワイヤレス通信のための方法５００の少なくと
も１つの例を示す流れ図である。方法５００は、ステップ５０２で、第１の遠隔アンテナ
ユニットを用いてダウンリンク送信をサイマルキャストすることを含む。ステップ５０４
で、ダウンリンク送信は、第１の遠隔アンテナユニットと第２の遠隔アンテナユニットが
サイマルキャストグループを形成するように、第２の遠隔アンテナユニットを用いてもサ
イマルキャストされる。第２の遠隔アンテナユニットは、第２の遠隔アンテナユニットに
関連付けられたカバレージエリアが第１の遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレ
ージエリアに隣接しないように置かれる。
【００３９】
　たとえば、図４の参照番号１０２Ａによって識別される複数の遠隔アンテナユニットが
、ダウンリンク送信をサイマルキャストすることができる。図示するように、２つの遠隔
アンテナユニット１０２Ａのカバレージエリア（各それぞれの六角形によって示される）
は、互いと隣接しない。
【００４０】
　少なくとも１つの特徴によると、図２～図５を参照して上述したサイマルキャスト配信
構成およびワイヤレス通信のための関連方法は動的に構成することができる。いくつかの
事例において、ネットワーク（たとえば、基地局、基地局コントローラなど）は、１つま
たは複数のパラメータ（たとえば、干渉、トラフィック要求統計など）を測定し、安定性
と各ユーザへの、ならびにネットワークへのスループットとを全体として増すために、サ
イマルキャストグループ構成を地勢にわたって、およびキャリアにわたってどのように配
置するか判断することができる。たとえば、サイマルキャストグループ中の少なくとも１
つの遠隔アンテナユニットは、１つまたは複数のネットワークトラフィックパラメータに
応じて変更してよい。つまり、少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに
応じて、１つまたは複数の遠隔アンテナユニットがサイマルキャストグループに追加され
、かつ／または削除されてよい。
【００４１】
　たとえば、カバレージエリア内で動作するアクセス端末が、エリアを通して一様に散在
されないということが起こり得る。たとえば、特定の領域内のアクセス端末が、１つまた
は複数のハンドオフ境界(handoff boundaries)に沿って（たとえば、図２の上の図におけ
るサイマルキャストグループ「Ｃ」と「Ｐ」との間の領域に沿って）特定の時間に特にア
クティブであると、ネットワークによって判断される場合がある。そのような事例では、
サイマルキャストグループ配信を動的に変更することが有益であり得る。たとえば、サイ
マルキャストグループ配信は、それらのアクセス端末に対するスループットと容量とを最
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適化するサイマルキャストグループ配信を利用するように、ネットワークによって動的に
修正することができる。図２にある例において、たとえば、キャリアのうち２つまたは３
つのすべてのキャリアさえも、上で示した１つまたは複数のハンドオフ境界に沿って置か
れたアクセス端末に対してスループットと容量とを最適化すると判断された同じサイマル
キャストグループ配信を利用するように、グループ配信を動的に変更することが有益であ
り得る。つまり、ネットワークは、異なるキャリア構成のうちのいずれかのための異なる
グループのうちいずれかの中の少なくとも１つの遠隔アンテナユニットを変更することが
できる。ネットワークダイナミクスがより一様に散在されたアクセス端末分散に戻ると、
サイマルキャスト配信構成は、図２に示す３つの構成、またはいくつかの他の構成に戻り
得る。
【００４２】
　図４の例において、ネットワークは、モバイル集団（mobile population）の移動を識
別し、サイマルキャストグループ構成を、母集団を収容するように応答可能に適応させる
ように適合され得る。たとえば、ネットワークは、特定のエリアでのアクセス端末の大規
模集中を識別することができる。たとえば、スポーツ大会、コンサート、または他の催し
物が特定の会場で計画され、集団が概してグループになって一緒に移動し、その会場の中
およびその周辺に集中する場合がある。ネットワークは、集団におけるこの移動を識別す
ることができ、集中した集団向けのネットワーク性能を向上させるために会場周辺のエリ
アにとって利用可能なセクタの数を増やすために、図４によって示される構成と同様のサ
イマルキャストグループ構成を展開することができる。つまり、ネットワークは、たとえ
ば、少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応じて、サイマルキャスト
グループに１つもしくは複数の遠隔アンテナユニットを追加し、かつ／または１つもしく
は複数の遠隔アンテナユニットを削除することによって、どの遠隔アンテナユニットがサ
イマルキャストするかを変更することができる。
【００４３】
　上述したワイヤレス通信のための様々な特徴、サイマルキャスト構成および方法は、１
つまたは複数のネットワークエンティティによって実行することができる。そのような１
つまたは複数のネットワークエンティティは概して、１つまたは複数の処理システムを用
いて実行することができる。図６は、少なくとも１つの例による処理システム６００の選
択構成要素を示すブロック図である。処理システム６００は概して、通信インターフェー
ス６０４と記憶媒体６０６とに結合された処理回路６０２を含み得る。少なくともいくつ
かの例において、処理回路６０２は、通信インターフェース６０４および記憶媒体６０６
に、概してバス６０８によって表されるバスアーキテクチャで結合され得る。バス６０８
はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他
の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したが
って、これ以上説明しない。
【００４４】
　処理回路６０２は、データを取得し、処理しおよび／または送り、データアクセスおよ
び記憶を制御し、コマンドを発行し、他の所望の動作を制御するように構成される。処理
回路６０２は、少なくとも１つの実施形態において適切な媒体によって与えられる所望の
プログラミングを実行するように構成された回路を含み得る。たとえば、処理回路６０２
は、プロセッサ、コントローラ、たとえばソフトウェアおよび／またはファームウェア命
令を含む実行可能命令を実行するように構成された複数のプロセッサおよび／または他の
構造、ならびに／あるいはハードウェア回路のうちの１つまたは複数として実行され得る
。処理回路６０２の例は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）また
は他のプログラマブル論理構成要素、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウ
ェア構成要素、あるいは本明細書で説明する機能を実施するように設計されたそれらの任
意の組合せを含み得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として
、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、また
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は状態機械であり得る。プロセッサはまた、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複
数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、
あるいは任意の他のそのような構成など、コンピューティング構成要素の組合せとして実
行され得る。処理回路６０２のこれらの例は説明のためであり、本開示の範囲内の他の好
適な構成も企図される。
【００４５】
　処理回路６０２は、記憶媒体６０６上に記憶することができるプログラミングの実行を
含む処理のために適合される。本明細書において使われるように、「プログラミング」と
いう用語は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウ
ェア記述言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、
プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケー
ション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルー
チン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを限定なし
で含むと広く解釈されたい。
【００４６】
　通信インターフェース６０４は、処理システム６００のワイヤードおよび／またはワイ
ヤレス通信を可能にするように構成される。たとえば、通信インターフェース６０４は、
１つまたは複数の他の処理システムに関して情報の通信を双方向に円滑にするように回路
構成および／またはプログラミングを含み得る。通信インターフェース６０４がワイヤレ
ス通信を円滑にするように構成される事例において、通信インターフェース６０４は１つ
または複数のアンテナ（図示せず）に結合されてよく、少なくとも１つの受信機回路６１
０（たとえば、１つもしくは複数の受信機チェーン）および／または少なくとも１つの送
信機回路６１２（たとえば、１つもしくは複数の送信機チェーン）を含むワイヤレストラ
ンシーバ回路構成を含み得る。
【００４７】
　記憶媒体６０６は、プロセッサ実行可能コードまたは命令（たとえば、ソフトウェア、
ファームウェア）、電子データ、データベース、または他のデジタル情報など、プログラ
ミングおよび／またはデータを記憶するための１つまたは複数のデバイスを表し得る。記
憶媒体６０６はまた、プログラミングを実行するときに処理回路６０２によって操作され
るデータを記憶するために使用され得る。記憶媒体６０６は、汎用または専用プロセッサ
によってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、記
憶媒体６０６は、磁気記憶デバイス（たとえば、ハードディスク、フロッピー（登録商標
）ディスク、磁気ストリップ）、光記憶媒体（たとえば、コンパクトディスク（ＣＤ）、
デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ））、スマートカード、フラッシュメモリデバイス（た
とえば、カード、スティック、キードライブ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読
取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ（Ｅ
ＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、レジスタ、リムー
バブルディスクなどの非一時的コンピュータ可読媒体、および／または情報を記憶するた
めの他の非一時的コンピュータ可読媒体、ならびにそれらのどの組合せも含み得る。記憶
媒体６０６は、処理回路６０２が記憶媒体６０６から情報を読み取り、記憶媒体６０６に
情報を書き込むことができるように処理回路６０２に結合され、または処理回路６０２に
よって少なくともアクセス可能であり得る。たとえば、記憶媒体６０６は、処理システム
６００内に常駐するか、処理システム６００の外部にあるか、または処理システム６００
を含む複数のエンティティにわたって分散され得る。いくつかの例では、記憶媒体６０６
は処理回路６０２に一体化され得る。
【００４８】
　記憶媒体６０６によって記憶されたプログラミングは、処理回路６０２によって実行さ
れると、処理回路６０２に、本明細書に記載する様々な機能および／またはプロセスステ
ップのうち１つまたは複数を実施させる。記憶媒体６０６は、サイマルキャストグループ
配信動作（すなわち、命令）６１４を含み得る。サイマルキャストグループ配信動作６１
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４は、処理回路６０２によって実行することができる。したがって、本開示の１つまたは
複数の態様によると、処理回路６０２は、本明細書に記載するネットワークエンティティ
（たとえば、基地局１０４、７０２、１１０２、基地局コントローラ１０６、７０８、１
１０６、ＲＦ接続マトリックス７０４、基地局サイマルキャストコントローラモジュール
１１１４、１４０２など）のうちいずれかまたはすべてのためのプロセス、機能、ステッ
プおよび／またはルーチンのうちいずれかまたはすべてを実施するように適合され得る。
本明細書で使用する、処理回路６０２に関する「適合される」という用語は、処理回路６
０２が、本明細書に記載する様々な特徴に従って、特定のプロセス、機能、ステップおよ
び／またはルーチンを実施するように構成、採用、実行、またはプログラムされることの
うちの１つまたは複数を指すことがある。
【００４９】
　少なくとも１つの例において、処理システム６００は、「ヘッドエンド」とも呼ばれ得
るＲＦ接続マトリックスとして、および／またはそのようなＲＦ接続マトリックスと結合
された基地局として実行することができる。そのような処理システム６００は、図２～図
５を参照して上述したものなど、本明細書に記載する特徴のうち１つまたは複数によるサ
イマルキャストを円滑にするように適合され得る。図７は、分散アンテナシステム（ＤＡ
Ｓ）についての、本明細書に記載する特徴のうちの１つまたは複数を実行するための、Ｒ
Ｆ接続マトリックス７０４とともに動作するように適合された基地局７０２の選択構成要
素を示す簡略化したブロック図である。
【００５０】
　図示するように、基地局（ＢＳ）７０２は、多元接続ワイヤレス通信を可能にするのに
使用される。基地局７０２は、基地局コントローラ（ＢＳＣ）７０８とのバックホール通
信のためのバックホールインターフェース７０６を含む。さらに、基地局７０２は、複数
の基地局セクタコントローラ７１２Ａ、７１２Ｂ、および７１２Ｃを含む基地局モデムブ
ロック７１０と、対応する複数の基地局アンテナポート７１４Ａ、７１４Ｂ、および７１
４Ｃとを含む。基地局モデムブロック７１０内で、それぞれの基地局セクタコントローラ
７１２Ａ、７１２Ｂ、および７１２Ｃは各々、ワイヤレス通信システム内の１つのセクタ
またはセル向けのダウンリンクを送信し、アップリンクを受信するための回路構成を含む
。一例では、基地局セクタコントローラ７１２Ａ、７１２Ｂ、および７１２Ｃはすべて、
同じチャネルカード上にあり得る。別の例では、異なるチャネルカード上にあってよい。
基地局アンテナポート７１４Ａ、７１４Ｂ、および７１４Ｃは各々、ＲＦ接続マトリック
ス７０４に結合される。
【００５１】
　この例では、ＲＦ接続マトリックス７０４は、ダウンリンク送信のために発信信号が基
地局７０２から複数の遠隔アンテナユニット７１６にどのようにルーティングされるか判
断する。一般に、基地局アンテナポート７１４とＲＦ接続マトリックス７０４との間の結
合は、それぞれのＲＦ電気通信インターフェースによって行われる。ＲＦ接続マトリック
ス７０４は、複数の遠隔アンテナユニット７１６（たとえば、７１６Ａ、７１６Ｂ、７１
６Ｃ、７１６Ｄ、および７１６Ｅ）に結合される。少なくともいくつかの実施形態におい
て、ＲＦ接続マトリックス７０４と遠隔アンテナユニット７１６との間の結合は、それぞ
れの移送媒体インターフェース７１８Ａ、７１８Ｂ、７１８Ｃ、７１８Ｄ、および７１８
Ｅを含む。基地局アンテナポート７１４Ａ、７１４Ｂ、７１４Ｃの各々は、それぞれの基
地局セクタを１つの遠隔アンテナユニット７１６と、または複数の遠隔アンテナユニット
７１６と結合するのを円滑にするために、１つまたは複数のアンテナポートを含み得る。
【００５２】
　図７に示す分散アンテナシステム（ＤＡＳ）は、上述した原則に従って、構成を含む複
数の構成のうちいずれかをサイマルキャストおよびデサイマルキャストするために使用す
ることができる。たとえば、遠隔アンテナユニット７１６Ａおよび７１６Ｂがサイマルキ
ャストされてよく、遠隔アンテナユニット７１６Ｃおよび７１６Ｄがサイマルキャストさ
れてよく、遠隔アンテナユニット７１６Ｅがデサイマルキャストされてよい。さらに、図
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示するグループ化は１つのキャリア用に実行することができ、他のキャリアは、異なるグ
ループ化構成を利用することができる。
【００５３】
　ＲＦ接続マトリックス７０４は、図８および図９に示す構成のうちの１つなど、様々な
構成を利用することができる。最初に図８を参照すると、ＲＦ接続マトリックスの少なく
とも１つの例に関する選択詳細を例示するブロック図が示されている。図８に示す例は、
複数の遠隔アンテナユニット７１６がサイマルキャストダウンリンク送信に利用される様
々なサイマルキャスト構成に利用することができる。限定ではなく例として、ＲＦ接続マ
トリックス７０４Ａは、図４を参照して本明細書に記載した特徴のうち１つまたは複数を
実行するために利用することができる。
【００５４】
　図８には、３つの基地局セクタコントローラ７１２Ａ、７１２Ｂ、および７１２Ｃが示
されている。ここで、基地局セクタコントローラ７１２Ａ、７１２Ｂ、および７１２Ｃは
、バックホール接続７０６により、基地局コントローラ７０８に結合される。さらに、基
地局コントローラ７０８は、インターネット８０２などのネットワークに結合される。基
地局アンテナポート７１４は図８に示されていないが、基地局セクタコントローラ７１２
Ａ、７１２Ｂ、および７１２ＣとＲＦ接続マトリックス７０４Ａとの間のインターフェー
スが、そのようなアンテナポートを含むと想定される。
【００５５】
　ＲＦ接続マトリックス７０４Ａは、発信信号をダウンリンク送信のために基地局セクタ
７１２Ａ、７１２Ｂ、７１２Ｃから遠隔アンテナユニット７１６にルーティングするよう
にプロビジョニングされる。ここで、ＲＦ接続マトリックス７０４Ａは、基地局セクタ７
１２によって出力された電気ＲＦ信号が、電気ＲＦ信号を、光学部分では光信号として遠
隔アンテナユニット７１６に送信するために光ファイバ８０６と結合するための光電気イ
ンターフェース（Ｏ／Ｅ）を有する中央ハブ８０４に提供される電気部分を含む。光信号
は次いで、アンテナと直接インターフェースをとるための電気光インターフェース（Ｅ／
Ｏ）８０８において変換されて電気信号に戻る。ここで、Ｅ／Ｏおよび様々なアクティブ
要素が、遠隔アンテナユニット７１６に示されている。ただし、様々な例において、これ
らの構成要素のすべてまたは何らかの部分は、遠隔アンテナユニット７１６の外に置かれ
る場合がある。
【００５６】
　図示する例において、ＲＦ接続マトリックス７０４Ａは、第１の基地局セクタ７１２Ａ
からのダウンリンク信号を第１の２つの遠隔アンテナユニット７１６Ａおよび７１６Ｂか
らサイマルキャストするようにプロビジョニングされる。一例として、サイマルキャスト
は、８１０で示すように、ＲＦ接続マトリックス７０４Ａの電気部分におけるＲＦ合成に
より遂行することができる。つまり、第１の基地局セクタ７１２Ａから送られたダウンリ
ンク送信を表す電気信号は、分解(split)され、中央ハブ８０４における２つのＯ／Ｅイ
ンターフェースに供給され、そうすることによって対応する光信号が、第１および第２の
ファイバ８０６Ａおよび８０６Ｂを介して第１および第２の遠隔アンテナユニット７１６
Ａおよび７１６Ｂに送信されて、サイマルキャストされる。
【００５７】
　さらに、ＲＦ接続マトリックス７０４Ａは、第２の基地局セクタ７１２Ｂからのダウン
リンク信号を第３および第４の遠隔アンテナユニット７１６Ｃおよび７１６Ｄからサイマ
ルキャストするようにプロビジョニングされる。別の例として、サイマルキャストは、８
０６Ｃで示すように、ＲＦ接続マトリックス７０４Ａの光部分におけるファイバ合成によ
り遂行することができる。つまり、第２の基地局セクタ７１２Ｂから送られたダウンリン
ク送信を表す電気信号は、中央ハブ８０４におけるＯ／Ｅインターフェースに供給され、
その後、対応する光信号は、１～２つのファイバ８０６Ｃから分解され、そうすることに
よって、対応する光信号が、第３および第４の遠隔アンテナユニット７１６Ｃおよび７１
６Ｄに送られて、サイマルキャストされる。
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【００５８】
　さらに、ＲＦ接続マトリックス７０４Ａは、第３の基地局セクタ７１２Ｃからのダウン
リンク信号を第５の遠隔アンテナユニット７１６Ｅからデサイマルキャストするようにプ
ロビジョニングされる。つまり、第３の基地局セクタ７１２Ｃから送られたダウンリンク
送信を表す電気信号は、中央ハブ８０４におけるＯ／Ｅインターフェースに供給され、そ
の後、対応する光信号は、第５の遠隔アンテナユニット７１６Ｅに送られて、送信される
。
【００５９】
　図９に移ると、ＲＦ接続マトリックスの少なくとも１つの他の例に関する選択詳細を例
示するブロック図が示されている。図９に示す例は、複数の遠隔アンテナユニット７１６
がサイマルキャストダウンリンク送信に、ならびに２つ以上の異なるキャリアの間での異
なるサイマルキャスト構成の実行に利用される様々なサイマルキャスト構成に利用するこ
とができる。限定ではなく例として、図９に示すＲＦ接続マトリックス７０４Ｂは、図２
および図４を参照して上述した特徴のうち１つまたは複数を実行するために利用すること
ができる。
【００６０】
　図９には、３つの基地局セクタコントローラ７１２Ａ、７１２Ｂ、および７１２Ｃが、
バックホール接続７０６により基地局コントローラ７０８に結合された基地局セクタコン
トローラ７１２Ａ、７１２Ｂ、および７１２Ｃで再度示されている。さらに、基地局コン
トローラ７０８は、インターネット９０２などのネットワークに結合される。図７にある
基地局アンテナポート７１４は図９に示されていないが、基地局セクタコントローラ７１
２Ａ、７１２Ｂ、および７１２ＣとＲＦ接続マトリックス７０４Ｂ（たとえば、キャリア
分離フィルタ９０４）との間のインターフェースが、図７のそのような基地局アンテナポ
ート７１４を含むと想定される。
【００６１】
　ＲＦ接続マトリックス７０４Ｂは、発信信号をダウンリンク送信のために基地局セクタ
コントローラ７１２Ａ、７１２Ｂ、７１２Ｃから遠隔アンテナユニット７１６にルーティ
ングするようにプロビジョニング(provisioned)される。図９の例において、ＲＦ接続マ
トリックス７０４Ｂは、複数のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６を含
む。それぞれのキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６の各々は、キャリア
固有ダウンリンク送信を、それぞれのキャリア上での送信のために１つまたは複数の遠隔
アンテナユニット７１６にルーティングすることができる。
【００６２】
　ＲＦ接続マトリックス７０４Ｂは、各基地局セクタコントローラ７１２用のアンテナポ
ートと結合されたキャリア分離フィルタ９０４を含み得る。たとえば、それぞれのキャリ
ア分離フィルタ９０４Ａ、９０４Ｂ、および９０４Ｃは、基地局セクタコントローラ７１
２Ａ、７１２Ｂ、および７１２Ｃと結合される。キャリア分離フィルタの各々は、複数の
キャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６とさらに結合される。キャリア分離
フィルタ９０４は、セクタ識別（ＩＤ）に関連付けられた１つまたは複数の信号を受信す
るように適合され、１つまたは複数の信号は、複数のキャリア用のダウンリンク送信を含
む。たとえば、キャリア分離フィルタ９０４は、１つまたは複数の基地局セクタコントロ
ーラ７１２から１つまたは複数の信号を受信することができる。キャリア分離フィルタ９
０４は次いで、各キャリア用のダウンリンク送信を分離し、これらのダウンリンク送信を
、それぞれのキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６に与える(provide)。
【００６３】
　いくつかの例において、キャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール(carrier-speci
fic RF connection matrix modules)９０６は、キャリア固有ダウンリンク送信を、それ
ぞれの遠隔アンテナユニット７１６に関連付けられたキャリア合成フィルタ９０８に与え
てよい。たとえば、キャリア合成フィルタ９０８Ａ、９０８Ｂ、および９０８Ｃはそれぞ
れ、遠隔アンテナユニット７１６Ａ、７１６Ｂ、および７１６Ｃに関連付けられる。キャ
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リア合成フィルタ９０８は、キャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６の各々
から、関連付けられた遠隔アンテナユニット７１６に向けられたダウンリンク送信を受信
することができ、それぞれの遠隔アンテナユニット７１６への送信用の様々な信号を合成
することができる。
【００６４】
　等しい数の基地局セクタコントローラ７１２および遠隔アンテナユニット７１６がある
が、遠隔アンテナユニット７１６の数は、基地局セクタコントローラ７１２の数とは異な
ってよく、基地局セクタコントローラ７１２および遠隔アンテナユニット７１６の具体的
な数は、様々な実施形態に従って変わってよいことが当業者には明らかであろう。
【００６５】
　限定ではなく例として、基地局セクタコントローラ７１２Ａは、第１のキャリア（たと
えば、キャリア１）用および第２のキャリア（たとえば、キャリア２）用のダウンリンク
送信を含む信号を、キャリア分離フィルタ９０４Ａに伝えることができる。これらのダウ
ンリンク送信は、基地局セクタコントローラ７１２Ａの共通セクタ識別（ＩＤ）に関連付
けられる。キャリア分離フィルタ９０４Ａは、第１のキャリア用のダウンリンク送信をキ
ャリア１用のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６に、および第２のキャ
リア用のダウンリンク送信をキャリア２用のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュー
ル９０６に伝えるための信号をフィルタリングする。
【００６６】
　概して、かつ単に例として、キャリア分離フィルタ９０４Ａは、第１のキャリア用のダ
ウンリンク送信と、第２のキャリア用のダウンリンク送信とを含む信号を、基地局セクタ
コントローラ７１２Ａから受信することができる。キャリア分離フィルタ９０４Ａは、キ
ャリア１用のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６に通信されたダウンリ
ンク送信を、第１のキャリア用のダウンリンク送信のみを含むようにフィルタリングする
ことができる。同様に、キャリア分離フィルタ９０４Ａは、キャリア２用のキャリア固有
ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６に通信されたダウンリンク送信を、第２のキャリ
ア用のダウンリンク送信のみを含むようにフィルタリングすることができる。同様の動作
は、他の基地局セクタコントローラ７１２Ｂおよび７１２Ｃにおいて、ならびにキャリア
分離フィルタ９０４Ｂおよび９０４Ｃにおいて起こる。
【００６７】
　キャリア１用のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６は、受信したダウ
ンリンク送信を、第１のキャリア上での送信用に、１つまたは複数の遠隔アンテナユニッ
ト７１６にルーティングすることができる。同様に、キャリア２用のキャリア固有ＲＦ接
続マトリックスモジュール９０６は、受信したダウンリンク送信を、第２のキャリア上で
の送信用に、１つまたは複数の遠隔アンテナユニット７１６にルーティングすることがで
きる。サイマルキャストは、図８のＲＦ接続マトリックス７０４Ａの電気部分を参照して
上述したＲＦ合成と同様にして、キャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６に
おけるＲＦ合成により遂行することができる。
【００６８】
　意図された遠隔アンテナユニット７１６を対象とするそれぞれのキャリア固有ＲＦ接続
マトリックスモジュール９０６におけるダウンリンク送信を用いて、複数のキャリア固有
ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６からのダウンリンク送信信号は、各それぞれの遠
隔アンテナユニット７１６に関連付けられたキャリア合成フィルタ９０８においてダウン
リンク送信用に合成され得る。合成信号はＯ／Ｅインターフェースに供給することができ
、そうすることによって、対応する光信号が、デサイマルキャストおよび／またはサイマ
ルキャスト送信のために、それぞれの光ケーブル９１０を介してアンテナユニット７１６
に送信される。
【００６９】
　図９に示すように、ＲＦ接続マトリックス７０４Ｂは、マルチキャリア基地局信号をキ
ャリア分離フィルタ９０４内で別個のキャリアごとの信号に分解し、各キャリア用のキャ
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リア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６を利用することによって、キャリアごと
に異なるサイマルキャストグループ化を円滑にすることができる。さらに、キャリアごと
に異なるサイマルキャストグループ化を円滑にするのに加え、ＲＦ接続マトリックス７０
４Ｂは、アップリンク上でダイバーシティアンテナを使いながら、ダウンリンク上でのサ
イマルキャストも円滑にすることができる。容量の観点から、アップリンク上で利用可能
ダイバーシティを活用することが有益な場合があり、提示するＲＦ接続マトリックス７０
４Ｂは、一般にアップリンク上でサイマルキャストする従来のＲＦ接続マトリックス構成
と比較して、アップリンク容量を増大することができる。ダウンリンクとアップリンク多
重化の分離は、図９に明示的には示さないが、図面から、当業者には容易に理解されよう
。
【００７０】
　図１０に移ると、ＲＦ接続マトリックス７０４ＢなどのＲＦ接続マトリックス上で動作
可能な方法の少なくとも１つの例を示す流れ図が示されている。特に、以下の例では、２
つの異なるセクタＩＤのみおよび２つの異なるキャリアのみに言及するが、セクタＩＤお
よび／またはキャリアの具体的な数は、複数の異なる例のうちいずれかにおいても変わり
得ることを理解されたい。図９および図１０を参照すると、ステップ１００２で信号が受
信されてよく、信号は、セクタＩＤに関連付けられ、複数のキャリア用のダウンリンク送
信を含む。たとえば、ＲＦ接続マトリックス７０４Ｂは、基地局セクタコントローラ７１
２から１つまたは複数の信号を受信することができ、受信信号はセクタＩＤに関連付けら
れる。たとえば、ＲＦ接続マトリックス７０４Ｂは、第１のセクタＩＤに関連付けられた
基地局セクタコントローラ７１２Ａからの信号と、第２のセクタＩＤに関連付けられた基
地局セクタコントローラ７１２Ｂからの信号とを受信することができる。受信信号（１つ
または複数）（たとえば、各基地局セクタコントローラ７１２からの）は、第１のキャリ
ア上での送信用の１つまたは複数のダウンリンク送信と、第２のキャリア上での送信用の
１つまたは複数のダウンリンク送信とを含み得る。各基地局セクタコントローラ７１２か
らの信号（１つまたは複数）は、それぞれのキャリア分離フィルタ９０４において受信さ
れ得る。
【００７１】
　ステップ１００４で、第１のキャリア用のダウンリンク送信が、第１のキャリア固有Ｒ
Ｆ接続マトリックスモジュール９０６に伝えられ得る。たとえば、キャリア分離フィルタ
９０４は、第１のキャリア以外のどのキャリア用のダウンリンク送信もフィルタ除去する
ことができ、第１のキャリア用の得られたダウンリンク送信を、第１のキャリア用のキャ
リア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６に伝えることができる。第１のキャリア
用のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６はしたがって、第１のキャリア
に関連付けられた１つまたは複数のセクタＩＤ用のダウンリンク送信を受信することがで
きる。
【００７２】
　同様に、ステップ１００６で、第２のキャリア用のダウンリンク送信が、第２のキャリ
ア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６に伝えられ得る。たとえば、キャリア分離
フィルタ９０４は、第２のキャリア以外のどのキャリア用のダウンリンク送信もフィルタ
除去することができ、第２のキャリア用の得られたダウンリンク送信を、第２のキャリア
用のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６に伝えることができる。第２の
キャリア用のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６はしたがって、第２の
キャリアに関連付けられた１つまたは複数のセクタＩＤ用のダウンリンク送信を受信する
ことができる。
【００７３】
　ステップ１００８で、第１のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６は、
第１のキャリア用のダウンリンク送信を、第１のキャリア上での送信用に、１つまたは複
数の遠隔アンテナユニットにルーティングすることができる。たとえば、第１のキャリア
用のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６は、第１のキャリア用の各セク
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タＩＤに関連付けられたダウンリンク送信を、１つまたは複数の遠隔アンテナユニット７
１６にルーティングすることができる。２つ以上の遠隔アンテナユニット７１６によって
サイマルキャストを円滑にするためのルーティングは、図８のＲＦ接続マトリックス７０
４Ａに関する、上述したＲＦ接続マトリックスの電気部分におけるＲＦ合成と同様にして
、ＲＦ合成により遂行することができる。
【００７４】
　同様に、ステップ１０１０で、第２のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９
０６は、第２のキャリア用のダウンリンク送信を、第２のキャリア上での送信用に、１つ
または複数の遠隔アンテナユニットにルーティングすることができる。たとえば、第２の
キャリア用のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６は、第２のキャリア用
のダウンリンク送信を、１つまたは複数の遠隔アンテナユニット７１６にルーティングす
ることができる。２つ以上の遠隔アンテナユニット７１６によってサイマルキャストを円
滑にするためのルーティングは、図８のＲＦ接続マトリックス７０４Ａに関する、上述し
たＲＦ接続マトリックスの電気部分におけるＲＦ合成と同様にして、ＲＦ合成により遂行
することができる。
【００７５】
　少なくともいくつかの例において、第１および第２のキャリア固有ＲＦ接続マトリック
スモジュール９０６の両方が、同じ遠隔アンテナユニット７１６のうちの１つまたは複数
にダウンリンク送信をルーティングすることができる。そのような例において、２つのキ
ャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６から受信された信号は、それぞれの遠
隔アンテナユニット７１６による送信に先立って、キャリア合成フィルタ９０８によって
１つの信号に合成することができる。
【００７６】
　上記の例によると、ＲＦ接続マトリックス７０４Ｂは、本明細書において図２～図５を
参照して上述した特徴のうち１つまたは複数を実行することができる。たとえば、第１の
キャリア用のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６は、特定のセクタＩＤ
を利用する２つ以上の遠隔アンテナユニット７１６からなる第１のグループを介して、第
１のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストすることができる。さらに、第２
のキャリア用のキャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６は、セクタＩＤを利
用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第２のグループを介して、第２のキャリ
ア上でダウンリンク送信をサイマルキャストすることができ、第２のグループの少なくと
も１つの遠隔アンテナユニットは、第１のグループの遠隔アンテナユニットとは異なる。
別の例では、キャリア固有ＲＦ接続マトリックスモジュール９０６は、複数の遠隔アンテ
ナユニット７１６を介してダウンリンク送信をサイマルキャストすることができ、遠隔ア
ンテナユニット７１６のうち少なくとも１つは、少なくとも１つの遠隔アンテナユニット
に関連付けられたカバレージエリアが、複数の遠隔アンテナユニットのその他の遠隔アン
テナユニットのいずれかに関連付けられたカバレージエリアに隣接しないように位置付け
られる。
【００７７】
　再び図７を参照すると、ＲＦ接続マトリックス７０４（たとえば、図８のＲＦ接続マト
リックス７０４Ａおよび／または図９のＲＦ接続マトリックス７０４Ｂ）を、図２および
図４を参照して本明細書に記載した特徴のうち１つまたは複数を実施するようになさせる
ために、特定のサイマルキャスト構成のプロビジョニングは高度に複雑であり、特定のキ
ャリア用のダウンリンク信号を１つまたは複数の適切な遠隔アンテナユニット７１６に与
えるための適切な電気および／または光接続を伴う場合がある。２つ以上のサイマルキャ
スト構成が所望され得る展開では、ＲＦ接続マトリックス７０４（たとえば、７０４Ａ、
７０４Ｂ）が、すべての可能なサイマルキャストおよびデサイマルキャストシナリオを扱
うようにプロビジョニングされなければならない。さらに、サイマルキャストおよびデサ
イマルキャスト構成を動的に変更することが所望される展開では、ＲＦ接続マトリックス
７０４（たとえば、７０４Ａ、７０４Ｂ）は、ＲＦ接続マトリックス７０４（たとえば、
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７０４Ａ、７０４Ｂ）がネットワークトラフィックダイナミクスに従って動的に調整であ
るために、すべての可能なサイマルキャストおよびデサイマルキャストシナリオを有して
プロビジョニングされる必要がある。
【００７８】
　いくつかの事例において、ＲＦ接続マトリックス７０４（たとえば、７０４Ａ、７０４
Ｂ）のためのプログラミングは、基地局コントローラ７０８におけるプログラミングとイ
ンターフェースをとることができ、そうすることによって、様々なサイマルキャストおよ
びデサイマルキャスト構成の間を必要に応じて動的に切り替えて、トラフィックダイナミ
クスに対応することができる。そのようなインターフェースが、インターフェース７２０
として図７に示されている。いくつかの事例において、ＲＦ接続マトリックス７０４（た
とえば、７０４Ａ、７０４Ｂ）と基地局コントローラ７０８との間のそのようなインター
フェース７２０は、オペレータによって手作業で扱うことができる。
【００７９】
　いくつかの事例において、遠隔アンテナユニット７１６は、ＲＦ接続マトリックス７０
４から可変距離に置かれ得る。いくつかの遠隔アンテナユニット７１６は、ＲＦ接続マト
リックス７０４の比較的近くに置かれてよく、他のアンテナユニットは、マトリックス７
０４から比較的離れている。したがって、複数の遠隔アンテナユニット７１６がサイマル
キャストのために使用されるシステムにおいて、ダウンリンク信号が長距離遠隔アンテナ
ユニット７１６に届くための伝播遅延は、同じダウンリンク信号が、比較的極近接した遠
隔アンテナユニット７１６に届くための伝播遅延よりも大幅に長くなり得る。サイマルキ
ャスト中、同じ信号が各遠隔アンテナユニット７１６によって同じまたは実質的に同じ時
間に送信されることが意図される。ただし、各遠隔アンテナユニット７１６までの光ファ
イバケーブル（たとえば、図８の光ケーブル８０６、図９の光ケーブル９１０）の長さの
差が大きい場合、送信を同期させるのが困難な場合があり、サイマルキャストアンテナの
間での遅延拡散が、サイマルキャスト遠隔アンテナユニット７１６によって担当されるア
クセス端末の設計仕様を超える場合がある。したがって、少なくともいくつかの例では、
サイマルキャストされる信号についての均等なパス長を生じる、ファイバの余長など、適
切な余剰パス長が、より短いパスの所に追加されてよい。
【００８０】
　本開示の別の特徴によると、基地局サイマルキャストコントローラモジュールは、図２
～図５を参照して上述したものなど、本明細書に記載する特徴のうち１つまたは複数に従
ってサイマルキャストダウンリンク送信を円滑にするために、処理システム６００の一部
として実行することができる。そのような基地局サイマルキャストコントローラモジュー
ルは、基地局がＲＦ接続マトリックスを利用せずにダウンリンク送信をサイマルキャスト
するのを可能にすることができる。基地局サイマルキャストコントローラモジュールは、
たとえばいくつかの例では基地局に統合されることによって、処理システム６００の一部
として統合することができる。他の例では、基地局サイマルキャストコントローラモジュ
ールは、複数の基地局と通信するように適合されたそれ自体の処理システム６００として
実行することができる。
【００８１】
　図１１は、少なくとも１つの例による、統合された基地局サイマルキャストコントロー
ラモジュール(integrated base station simulcast controller module)を含む基地局の
選択構成要素を示すブロック図である。つまり、図１１は、処理システムの一部として統
合された基地局サイマルキャストコントローラモジュールを含む基地局として、処理シス
テムが構成される例を示す。図示する例は、複数の基地局セクタが１つの形状因子ラック
ユニット(form factor rack uni)またはチャネルカード(channel card)で実行され得るマ
クロセル展開(macro-cell deployment)を示す。さらに、図示する例はシングルキャリア
アーキテクチャを示し、ここで基地局セクタの各々が、互いに同じ搬送周波数内での通信
を提供する。ただし、本明細書において上述したように、モデムブロックは、複数のキャ
リアを提供するようにプロビジョニングされてよく、異なるキャリア向けの異なるサイマ
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ルキャストグループ構成を実行するようにプロビジョニングされてよいことが、当業者に
は理解されよう。
【００８２】
　図示するシステムにおいて、基地局１１０２は、単独で、あるいはワイヤレス通信シス
テム内の基地局１１０２と同じ、または基地局１１０２とは異なる、１つまたは複数の追
加の異なる基地局とともに使用して、多元接続ワイヤレス通信を可能にすることができる
。
【００８３】
　基地局１１０２は、基地局コントローラ１１０６など、１つまたは複数のネットワーク
ノードとのバックホール通信を可能にするバックホールインターフェース１１０４を含み
得る。基地局コントローラ１１０６は、一般呼処理機能を管理することができるのだが、
同様または異なるバックホール接続を介して１つまたは複数の追加の基地局（図示せず）
に通信可能にさらに結合することができ、インターネット１１０８など、ワイヤレス通信
システムにおける使用に適した他のネットワークノードに通信可能にさらに結合すること
ができる。
【００８４】
　さらに、基地局１１０２は、複数の基地局セクタコントローラ１１１２Ａ、１１１２Ｂ
、および１１１２Ｃと、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４とを含
む基地局モデムブロック１１１０を含み得る。そのような基地局サイマルキャストコント
ローラモジュール１１１４は、送信ルーティングおよび遅延補正エンティティとしても特
徴付けられ得る。少なくとも１つの例によると、基地局サイマルキャストコントローラモ
ジュール１１１４は、少なくとも部分的には処理回路によって実行することができる。た
とえば、図６の処理回路６０２は、単独で、または記憶媒体６０６中のサイマルキャスト
グループ配信動作６１４とともに、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１
１４を実行するのに利用され得る。
【００８５】
　基地局セクタコントローラ１１１２Ａ、１１１２Ｂ、および１１１２Ｃは各々、ワイヤ
レス通信システム内の１つのセクタ用にダウンリンクを送信し、アップリンクを受信する
ための十分な回路構成を含み、さらに各々が、ユーザスケジュールのため、パケット送信
フォーマットを判断するため、および波形畳込みのための回路構成を含んでよい。ここで
、図示する基地局モデムブロック１１１０は、３つの基地局セクタコントローラ１１１２
を含むが、本開示の様々な態様では、基地局モデムブロックは、どの適切な数の基地局セ
クタコントローラ１１１２を含んでもよい。
【００８６】
　さらに、基地局１１０２は、それぞれの遠隔アンテナユニット１１１８Ａ、１１１８Ｂ
、および１１１８Ｃとインターフェースをとるための複数の基地局アンテナポート１１１
６Ａ、１１１６Ｂ、および１１１６Ｃを含む。繰返しになるが、図示する基地局１１０２
は３つの基地局アンテナポートを含むが、本開示の様々な態様において、基地局１１０２
は、どの適切な数の基地局アンテナポートを含んでもよく、その数は、基地局１１０２内
の基地局セクタコントローラの数に必ずしも厳密に対応してもしなくてもよい。
【００８７】
　本開示の様々な態様によると、基地局１１０２に含まれる基地局サイマルキャストコン
トローラモジュール１１１４は、ＲＦ接続マトリックスを必要とせずに、複数の遠隔アン
テナユニット１１１８Ａ、１１１８Ｂ、および１１１８Ｃを使用したサイマルキャストお
よびデサイマルキャストを可能にする。つまり、基地局セクタコントローラ１１１２Ａ、
１１１２Ｂ、および１１１２Ｃは各々、送信インターフェースと受信インターフェースと
を含む。各基地局セクタコントローラ１１１２の送信インターフェースは、基地局サイマ
ルキャストコントローラモジュール１１１４に通信可能に結合され、モジュール１１１４
は、それぞれの送信信号を、特定のサイマルキャスト構成向けに後で説明するように処理
し、したがって、処理された送信信号を１つまたは複数のそれぞれの基地局アンテナポー
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ト１１１６Ａ、１１１６Ｂ、および１１１６Ｃに与える。図示する例において、遠隔アン
テナユニット１１１８Ａおよび１１１８Ｂは、特定のキャリア上での基地局セクタ１用の
サイマルキャストダウンリンク送信のためのサイマルキャストグループとして利用され、
遠隔アンテナユニット１１１８Ｃは、同じキャリア上での基地局セクタ２用のデサイマル
キャスト送信に利用される。他のキャリア用のグループ構成は、明快のために省かれてい
るが、特定のキャリア用に示されるグループ構成とは異なり得る。
【００８８】
　一方、各基地局セクタコントローラ１１１２の受信インターフェースは、受信信号を基
地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４に通すことなく、それぞれの基地
局アンテナポート１１１６に通信可能に結合され得る。このように、本開示の態様は、ア
ップリンク容量が向上され得るように、基地局モデムブロック１１１２が、ダウンリンク
送信からアップリンク送信を結合解除することを可能にする。つまり、本開示のある態様
によると、遠隔アンテナユニット１１１８のうち複数が、ダウンリンク（順方向リンク）
送信のサイマルキャストのために構成されるときでさえも、アップリンク（逆方向リンク
）送信の受信は別個に扱われ、そうすることによって、アップリンク送信は、ダウンリン
ク送信がサイマルキャストされるか、それともデサイマルキャストされるかに依存せずに
、サイマルキャストされ、またはデサイマルキャストされ得る。このように、ダウンリン
クのサイマルキャストは、サイマルキャストされたダウンリンクによって担当されるアク
セス端末についての信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）を向上させることができ、アップリン
クは、アップリンクダイバーシティでさらに改善され得る。
【００８９】
　図１２は、本開示のある態様による、ＤＡＳについて図１１に示したのと実質的に同じ
アーキテクチャを示すブロック図詳細である。図１１のオブジェクトと同じ番号をもつ、
図１２のオブジェクトは、すでに記載したものと同じなので、この図を参照して詳細には
説明しない。図面において、図７～図９を参照して上述したＲＦ接続マトリックス７０４
に置き換わるこのアーキテクチャを用いると、基地局１１０２から遠隔アンテナユニット
１１１８への接続が簡略化され得ることがわかる。つまり、１つまたは複数の基地局１１
０２の基地局アンテナポート１１１６は、基地局コントローラ１１０６によって制御する
ことができ、コントローラ１１０６は、バックホールインターフェース１１０４を介して
それぞれの基地局１１０２と通信する。それぞれの基地局モデムブロック１１１２をもつ
基地局１１０２は図示されていないが、バックホールインターフェース１１０４によって
示されるバスは、図１１に示す基地局１１０２など、任意の数の基地局１１０２が、基地
局コントローラと通信していることを含意するとされてよく、各それぞれの基地局１１０
２は、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４と、１つまたは複数の基
地局セクタコントローラ１１１２と、１つまたは複数の基地局アンテナポート１１１６と
を含む。
【００９０】
　図１２に見られるように、対応するＯ／Ｅインターフェースを含む、それぞれの基地局
アンテナポート１１１６と中央ハブ１２０２との間のインターフェースは、図８および図
９に示すＲＦ接続マトリックス７０４を使用する例と比較して簡略化されている。たとえ
ば、図８に示したように、サイマルキャストは、ＲＦ合成８１０により遂行することがで
きた。ただし、サイマルキャストは、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１
１１４の上述の特徴によって遂行することができるので、ＲＦ合成８１０は要求されない
。つまり、各基地局アンテナポート１１１６と中央ハブ１２０２におけるＯ／Ｅインター
フェースとの間のダウンリンクごとに、ただ１つのＲＦ接続が要求される。
【００９１】
　さらに、中央ハブ１２０２におけるそれぞれのＯ／Ｅインターフェースと遠隔アンテナ
ユニット１１１８との間のインターフェースは、ＲＦ接続マトリックス７０４を使用する
例と比較して簡略化されている。たとえば、図８に示したように、ＲＦ接続マトリックス
７０４Ａを用いたサイマルキャストは、ファイバ合成８０６Ｃにより遂行することができ
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た。ただし、述べたように、サイマルキャストは、基地局サイマルキャストコントローラ
モジュール１１１４の上述の特徴によって遂行することができるので、ファイバ合成８０
６Ｃは要求されない。つまり、Ｏ／Ｅインターフェースを含む中央ハブ１２０２と、Ｅ／
Ｏインターフェースを含む遠隔アンテナユニット１１１８との間のダウンリンクごとに、
ただ１つの光ファイバ１２０４が利用され得る。
【００９２】
　本開示のさらなる態様では、中央ハブ１００２におけるＯ／Ｅインターフェースと、遠
隔アンテナユニット１１１８におけるそれぞれのＥ／Ｏインターフェースとの間の各接続
のために、光ファイバ１２０４は、ダウンリンクごとの１つのシングルモードファイバと
、アップリンクごとの１つのシングルモードファイバとを含み得る。このように、アップ
リンク送信信号を遠隔アンテナユニット１１１８からハブ１２０２に送るための各リンク
はデサイマルキャストされてよく、ダウンリンク送信信号をハブ１２０２から遠隔アンテ
ナユニット１１１８に送るための各リンクは、基地局サイマルキャストコントローラモジ
ュール１１１４によって制御されるように、サイマルキャストまたはデサイマルキャスト
されてよい。
【００９３】
　本開示のさらに別の態様では、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１
４の機能によって、長距離遠隔アンテナユニットについての可変遅延に対処するための、
上述したファイバの余長の使用が排除され得る。つまり、ここで、光ファイバ１２０４の
長さは依然として大きく変わる場合があり、したがって、中央ハブ１２０２から送信され
る信号は、長さの差により、異質な伝播遅延を依然として呈し得る。ただし、基地局サイ
マルキャストコントローラモジュール１１１４は、遅延補正のためのバッファリングを実
行することができ、そうすることによって、送信サイマルキャストに関与することになっ
ている遠隔アンテナユニット１１１８が同期され得る。つまり、基地局サイマルキャスト
コントローラモジュール１１１４内で、ファイバ－アンテナ間遅延を補償することによっ
て、サイマルキャスト性能を向上させるように、遅延が調整されてよい。ここで、遅延は
、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４内のソフトウェアおよび／ま
たはハードウェアによって、たとえば、デジタルバッファリング回路構成によって、可変
伝播遅延を補償するように正常に制御され得る。さらに、デジタルバッファリングがたや
すく調整され得るので、たとえば、遠隔アンテナユニット１１１８が置き直されるときの
遅延量に対する補正または遅延量の変更を行うことができる。
【００９４】
　ファイバの余長を使うのではなく、可変伝播遅延を補償するのに基地局サイマルキャス
トコントローラモジュール１１１４を利用することによって、信号対干渉雑音比（ＳＩＮ
Ｒ）をかなり向上させることができる。たとえば、１つのチップが約０．８マイクロ秒で
ある１～２つのチップ内で相対遅延が制御されると、信号対干渉雑音比は、サイマルキャ
ストアンテナからの総受信電力と、ネットワークからの総受信電力の比で線形に増大する
ことがわかっている。ただし、ファイバに遅延が残されている場合、最適サイマルキャス
ト信号対干渉雑音比からの大幅な損失があり得る。
【００９５】
　上述したように基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４を含むことに
よって、サイマルキャストグループの分散（すなわち、構成）は、特定の時間における所
与のトラフィックシナリオ向けのワイヤレス送信を円滑にするように容易に修正され得る
。さらに、基地局１１０２は、１つまたは複数のネットワークトラフィックパラメータに
従って、必要に応じてダウンリンク送信のためのサイマルキャストおよびデサイマルキャ
スト配信の間で動的に選択することが可能であり得る。つまり、ときには、少なくとも１
つのネットワークトラフィックパラメータ（たとえば、トラフィックシナリオ（traffic 
scenario）、ネットワーク干渉トポロジ（network interference topology））に基づい
て、いくつかの場所のカバレージの向上が所望される場合があり、したがって、その場所
は、そのエリア内のいくつかの遠隔アンテナユニットからのダウンリンクをサイマルキャ
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ストすることによって担当され得る。さらに、ときには、いくつかの場所における容量の
向上が所望される場合があり、したがって、その場所は、そのエリア内の遠隔アンテナユ
ニットからの複数のダウンリンクをデサイマルキャストすることによって、および／また
はその場所向けの追加セクタを提供するようにサイマルキャスト構成を分散し直すことに
よって担当され得る。ここで、適切な遠隔アンテナユニット１１１８へのルーティングの
変更は、電子的および基地局１１０２にとって内部的に行われるので、ＲＦ接続マトリッ
クスを使用するときに要求されたように、すべての可能なサイマルキャスト構成を前もっ
てプロビジョニングする必要はなくなる。つまり、基地局サイマルキャストコントローラ
モジュール１１１４は、利用可能遠隔アンテナユニット１１１８のサイマルキャストおよ
びデサイマルキャストの可能なすべての組合せが、単純なソフトウェアコマンドによって
実行され得るという点で、サイマルキャスト構成の選択の粒度を向上させる。
【００９６】
　本開示の少なくとも１つの特徴は、基地局において動作可能な方法を含む。図１３は、
基地局において動作可能な方法の少なくとも１つの例を示す流れ図である。図１１ととも
に図１３を参照すると、基地局１１０２は、ステップ１３０２で、複数の遠隔アンテナユ
ニット１１１８（たとえば、１１１８Ａ、１１１８Ｂ、１１１８Ｃ）を介してダウンリン
ク送信を送信することができ、遠隔アンテナユニット１１１８（たとえば、１１１８Ａお
よび１１１８Ｂ）のうち少なくとも２つが、サイマルキャストグループとしてダウンリン
ク送信をサイマルキャストするために利用される。遠隔アンテナユニットは、アンテナポ
ート１１１６（たとえば、１１１６Ａ、１１１６Ｂ、１１１６Ｃ）に通信可能に結合され
得る。
【００９７】
　少なくとも１つの例によると、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１
４は、それぞれの基地局アンテナポート１１１６に通信可能に結合された複数の遠隔アン
テナユニット１１１８を介してダウンリンク送信を送信するように適合され得る。いくつ
かの例において、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４は、基地局ア
ンテナポート１１１６のうちの任意の数に与えられるように、基地局セクタコントローラ
１１１２からの送信信号の電子分解(electronic splitting)を可能にすることによって、
ダウンリンクサイマルキャストを円滑にするように適合され得る。基地局サイマルキャス
トコントローラモジュール１１１４は、電子的に分解された送信信号を、送信信号をサイ
マルキャストするために利用される遠隔アンテナユニット１１１６の各々に与えればよい
。
【００９８】
　いくつかの例において、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４は、
上の図２および図３を参照して本明細書に記載した特徴に従って、ダウンリンク送信をサ
イマルキャストするように適合され得る。たとえば、基地局サイマルキャストコントロー
ラモジュール１１１４は、特定のセクタＩＤを利用する２つ以上の遠隔アンテナユニット
１１１８からなる第１のグループを介して、第１のキャリア上でダウンリンク送信をサイ
マルキャストするとともに、同じセクタＩＤを利用する２つ以上の遠隔アンテナユニット
１１１８からなる第２のグループを介して、第２のキャリア上でダウンリンク送信をサイ
マルキャストするように適合され得る。そのような例では、第２のグループの少なくとも
１つの遠隔アンテナユニット１１１８は、第１のグループの遠隔アンテナユニット１１１
８とは異なり得る。基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４は、後でよ
り詳しく説明するように、どの遠隔アンテナユニット１１１８が第１のグループおよび／
または第２のグループに含まれるかをさらに修正することができる。
【００９９】
　いくつかの例において、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４は、
上の図４および図５を参照して本明細書に記載した特徴に従って、ダウンリンク送信をサ
イマルキャストするように適合され得る。たとえば、基地局サイマルキャストコントロー
ラモジュール１１１４は、複数の遠隔アンテナユニット１１１８を介してダウンリンク送
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信をサイマルキャストするように適合されてよく、少なくとも１つの遠隔アンテナユニッ
ト１１１８は、この少なくとも１つの遠隔アンテナユニット１１１８に関連付けられたカ
バレージエリアが、複数の遠隔アンテナユニットのその他の遠隔アンテナユニット１１１
８のいずれかに関連付けられたカバレージエリアに隣接しないように位置付けられる。基
地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４は、後でより詳しく説明するよう
に、どの遠隔アンテナユニット１１１８がサイマルキャストグループに含まれるかをさら
に修正することができる。
【０１００】
　少なくともいくつかの例によると、基地局１１０２は、ダウンリンク送信がサイマルキ
ャストされるときでさえも、デサイマルキャストされる複数の遠隔アンテナユニットを介
してアップリンク送信を受信するようにさらに適合され得る。たとえば、基地局セクタコ
ントローラ１１１２Ａ、１１１２Ｂ、および１１１２Ｃは各々、送信インターフェースと
受信インターフェースとを含み得る。送信インターフェースは、サイマルキャストされた
ダウンリンク送信を円滑にするための基地局サイマルキャストコントローラモジュール１
１１４に通信可能に結合されてよく、受信インターフェースは、受信信号を基地局サイマ
ルキャストコントローラモジュール１１１４に通さずに、それぞれの基地局アンテナポー
ト１１１６に通信可能に結合されてよい。したがって、遠隔アンテナユニット１１１８の
うち複数が、ダウンリンク（順方向リンク）送信のサイマルキャストのために構成される
ときでさえも、複数の遠隔アンテナユニット１１１８からのアップリンク（逆方向リンク
）送信の受信は別個に扱われ、そうすることによって、アップリンク送信は、ダウンリン
ク送信がサイマルキャストされるか、それともデサイマルキャストされるかに依存せずに
デサイマルキャストされ得る。
【０１０１】
　ステップ１３０２で、基地局１１０２は、１つまたは複数のネットワークトラフィック
パラメータを取得し得る。たとえば、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１
１１４は、１つまたは複数のネットワークトラフィックパラメータを取得するように適合
され得る。いくつかの事例において、基地局１１０２は、基地局コントローラ１１０６か
ら通信を受信することによって、１つまたは複数のネットワークトラフィックパラメータ
を取得し得る。基地局１１０２がバックホールインターフェース１１０４により基地局コ
ントローラ１１０６と通信するように適合された結果、トラフィック使用およびローディ
ングなど、ネットワークトラフィックパラメータについての知識は、サイマルキャスト構
成の変更が有益であるとき、サイマルキャスト構成を変更するように容易に交換すること
ができる。この交換は、キャリア内で経時的に、またはキャリアの間で起こり得る。いく
つかの例において、基地局コントローラ１１０６は、基地局１１０２と直接通信すること
によって、トラフィックシナリオに従って、いくつかのサイマルキャスト遠隔アンテナユ
ニットおよびいくつかのデサイマルキャスト遠隔アンテナユニットの適切なグループ配信
（たとえば、構成）を判断することができる。たとえば、基地局コントローラ１１０６は
、遠隔アンテナユニット１１１８にわたるトラフィック使用を監視してよく、この情報を
、トラフィック使用に従ってサイマルキャストおよびデサイマルキャストを最適に適用す
るのに使用すればよい。この例では、基地局コントローラ１１０６は、ネットワークトラ
フィックパラメータを、コマンドまたは命令の形で基地局１１０２に提供することができ
る。基地局１１０２（たとえば、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１
４）は、そうすることによって、これらの命令に従ってサイマルキャストグループ配信を
容易に変更することができる。
【０１０２】
　他の例では、基地局コントローラ１１０６は、バックホール接続１１０４により、ネッ
トワークトラフィックパラメータを、トラフィック情報の形で基地局サイマルキャストコ
ントローラモジュール１１１４に提供することができ、基地局サイマルキャストコントロ
ーラモジュール１１１４は、このトラフィック情報を使用して、受信トラフィック情報に
従ってサイマルキャスト構成の変更に関する判断を内部的に行えばよい。つまり、基地局
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サイマルキャストコントローラモジュール１１１４は、トラフィック使用に対応する受信
情報に基づいて、送信信号のルーティングパスの変更に関する判断を行うように適合され
得る。
【０１０３】
　１つまたは複数のネットワークトラフィックパラメータに応じて、基地局１１０２は、
サイマルキャストグループ構成（１つまたは複数）をステップ１３０６で修正することが
できる。たとえば、基地局１１０２（たとえば、基地局サイマルキャストコントローラモ
ジュール１１１４）は、サイマルキャストグループを、ダウンリンク送信をサイマルキャ
ストするための少なくとも１つの異なる遠隔アンテナユニット１１１８を含むように修正
してよい。つまり、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４は、サイマ
ルキャストグループに含まれる１つまたは複数の遠隔アンテナユニット１１１８を削除お
よび／または追加することができる。いくつかの例において、基地局サイマルキャストコ
ントローラモジュール１１１４は、基地局セクタコントローラ１１１２から受信された送
信信号のルーティングパスを、ダウンリンク送信をサイマルキャストするための異なる遠
隔アンテナポート１１１６に送信するように変更することによって、サイマルキャストグ
ループを修正するように適合され得る。
【０１０４】
　上述したように、基地局サイマルキャストコントローラモジュール用のいくつかの構成
は、複数の基地局と通信するように適合された、それ自体の処理システム６００として実
行される基地局サイマルキャストコントローラモジュールを含む。図１４は、複数の基地
局と通信するように適合された処理システムとして実行される基地局サイマルキャストコ
ントローラモジュール１４０２を利用する分散アンテナシステム（ＤＡＳ）の選択構成要
素を示すブロック図である。図１４によって示されるような構成は、ピコセル１４０４（
たとえば、１４０４Ａ、１４０４Ｂ、および１４０４Ｃ）として利用される複数の基地局
を有する分散アンテナシステム（ＤＡＳ）の実行に適切であり得る。つまり、図１１に示
す基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４は、概してマクロセルと呼ば
れ得る基地局１１０２に統合され、たとえば、基地局セクタコントローラ１１１２を含む
ことによって、複数の基地局セクタを実行することが一般的である。一方、ピコセル１４
０４（たとえば、１４０４Ａ、１４０４Ｂ、および１４０４Ｃ）は一般に、１つまたは２
つの基地局セクタのためのコントローラを含み得る。図１４の図解において、各ピコセル
１４０４Ａ、１４０４Ｂ、１４０４Ｃは、シングルセクタ基地局として示されるが、本開
示の態様は、マルチセクタピコセルにも当てはまり得る。
【０１０５】
　このアーキテクチャを用いると、ピコセル１４０４が分離されるので、図１１にある中
心基地局サイマルキャストコントローラモジュール１１１４を含むアーキテクチャは必ず
しも当てはまらない。依然として、本開示の様々な態様によると、ピコセル１４０４を連
結するバックホールを通るダウンリンク送信のサイマルキャストのための何らかの調整が
所望される場合がある。基地局サイマルキャストコントローラモジュール１４０２の１つ
または複数の機能的態様への参照が以下で行われるとき、そのような機能的態様は、図６
に示すサイマルキャストグループ配信動作６１４を実行する処理回路６０２など、基地局
サイマルキャストコントローラモジュール１４０２の処理回路によって実行され得ること
を理解されたい。
【０１０６】
　本開示のある態様によると、図１４に示すアーキテクチャは、基地局サイマルキャスト
コントローラモジュール１４０２を含み、モジュール１４０２は、複数のシングルセクタ
基地局１４０４Ａ、１４０４Ｂ、および１４０４Ｃと、基地局コントローラ１４０６とに
通信可能に結合される。基地局サイマルキャストコントローラモジュール１４０２は、た
とえば、サイマルキャスト制御のために構成された非常に低い遅延および低帯域幅の接続
を使用して、第１のバックホールインターフェース１４０８を通して複数のシングルセク
タ基地局１４０４Ａ、１４０４Ｂ、および１４０４Ｃに通信可能に結合され得る。基地局
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サイマルキャストコントローラモジュール１４０２は、図６に関して上述した通信インタ
ーフェース６０４などの通信インターフェースを用いて、基地局コントローラ１４０６と
複数の基地局１４０４とに通信可能に結合され得る。
【０１０７】
　基地局コントローラ１４０６は、第２のバックホールインターフェース１４１０を通し
て、それぞれの基地局１４０４とも通信可能に結合され得る。ここで、第２のバックホー
ルインターフェース１４１０は、基地局コントローラ１４０６と基地局１４０４との間の
アップリンクおよびダウンリンクパケットの従来の通信のための低遅延接続であり得る。
【０１０８】
　基地局サイマルキャストコントローラモジュール１４０２は、それぞれの基地局１４０
４に、第１のバックホールインターフェース１４０８を介して、必要に応じて、それぞれ
の基地局１４０４からの、サイマルキャストまたはデサイマルキャストを実行するための
サイマルキャスト制御命令またはコマンドを与えるように適合され得る。サイマルキャス
ト制御命令は、１つまたは複数の取得されたトラフィックパラメータ（たとえば、基地局
コントローラ１４０６によって提供されるトラフィック使用情報）に従い得る。さらに、
基地局サイマルキャストコントローラモジュール１４０２は、基地局コントローラ１４０
６に、２つ以上の基地局１４０４にわたって同じダウンリンクパケットをサイマルキャス
トで送るよう指示することができ、ここで２つ以上の基地局１４０４はすべて、サイマル
キャスト用に同じセクタ識別（ＩＤ）を使う。図示するように、第１の基地局１４０４Ａ
は、そのセクタ（たとえば、セクタ１）からのダウンリンク送信をデサイマルキャストす
るために構成され、第２の基地局１４０４Ｂおよび第３の基地局１４０４Ｃは、異なるセ
クタ（たとえば、セクタ２）用のダウンリンク送信をサイマルキャストするように構成さ
れる。当然ながら、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１４０２は、それぞ
れの基地局１４０４を、本開示の様々な態様に従って、どの適したサイマルキャスト構成
にも構成することができる。さらに、図示する構成は、あるキャリア用に実行することが
でき、異なるキャリアが異なるグループ化構成を利用するように、異なるサイマルキャス
ト／デサイマルキャスト構成が、異なるキャリア用に実行されてよい。
【０１０９】
　本開示のさらなる態様において、第２の基地局１４０４Ｂおよび第３の基地局１４０４
Ｃなどの複数の基地局がサイマルキャストのために構成されるとき、基地局サイマルキャ
ストコントローラモジュール１４０２は、マスターになるべき複数のサイマルキャスト基
地局１４０４Ｂまたは１４０４Ｃのうち１つを選択すればよく、そうすることによって、
サイマルキャストにおける他の基地局（１つまたは複数）はスレーブ（１つまたは複数）
になる。ここで、サイマルキャストグループ中の選択されたマスター基地局は、スケジュ
ーラを稼働することができ、どのユーザが担当されることになるか選択することができる
。さらに、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１４０２は、マスター基地局
によって選択されたユーザが、スレーブ基地局（１つまたは複数）に確実に知られるよう
にし、そうすることによってすべてのサイマルキャスト基地局が、サイマルキャスト基地
局にわたる送信用に選択された同じユーザパケットを正しくフォーマットする。
【０１１０】
　このアーキテクチャにおいて、すべての基地局１４０４および基地局サイマルキャスト
コントローラモジュール１４０２が、一般呼処理を管理する基地局コントローラ１４０６
と直接通信しているので、トラフィック使用およびローディングについての知識は、必要
とされたとき、サイマルキャスト構成を動的に変更するために容易に交換され得る。
【０１１１】
　本明細書において上述したように、アップリンク信号は、アクセス端末からそれぞれの
基地局１４０４へのアップリンク送信のための容量を向上させるように、各基地局１４０
４とは別個に動作し得る。さらに、各基地局１４０４におけるモデムは、複数のキャリア
にわたって動作し得るので、このアーキテクチャは、非依存サイマルキャスト構成がキャ
リアにわたって起こること、ならびに経時的にキャリアにわたってサイマルキャスト構成
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を動的に変更することを可能にする。概して、基地局サイマルキャストコントローラモジ
ュール１４０２を含む本アーキテクチャは、例における遠隔アンテナユニットのうち１つ
または複数が本例における基地局１４０４によって実行され得ることを除いて、図２～図
５を参照して本明細書において上述した様々なサイマルキャスト配信のうちどれを実行す
るためにも利用することができる。つまり、基地局サイマルキャストコントローラモジュ
ール１４０２は、図２～図５を参照して上述した特徴および構成のうちいずれかを実行す
るために、サイマルキャスト基地局１４０４を選択するように適合され得る。
【０１１２】
　本開示のさらなる態様において、図１４に示すアーキテクチャは、基地局１４０４を長
距離遠隔アンテナユニットに結合するためのＲＦオーバーファイバ（RF-over-fiber）接
続が必要とされないように、それぞれのバックホールインターフェース１４１０および１
４０８を介した通信インターフェースを使用する。したがって、可変長光ファイバケーブ
ルにわたる差分伝播遅延を処理するための特殊回路構成は、このアーキテクチャでは必要
とされなくてよい。それにも関わらず、第２のバックホールインターフェース１４１０を
介するバックホール信号の伝播についての距離の差分により、基地局サイマルキャストコ
ントローラモジュール１４０２または基地局コントローラ１４０６のうちの少なくとも１
つが、可変遅延を適切に扱うようにプロビジョニングされてよく、そうすることによって
、それぞれの基地局１４０４からのサイマルキャストされた信号が、少なくとも実質的に
同期される。
【０１１３】
　本開示のさらなる態様は、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１４０２な
どの基地局サイマルキャストコントローラモジュールのために動作可能な方法に関連する
。図１５は、そのような方法の少なくとも１つの例を示す流れ図である。図１４および図
１５を参照すると、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１４０２は、ステッ
プ１５０２で、共通（すなわち、同じ）セクタ識別（ＩＤ）をもつ、サイマルキャスト用
の複数の基地局の各々にわたって同じダウンリンクパケットを送るよう基地局コントロー
ラに指示するためのメッセージを、基地局コントローラに送ることができる。たとえば、
処理回路（たとえば、図６に示すサイマルキャストグループ配信動作６１４を実行する処
理回路６０２）は、基地局コントローラ１４０６に指示するためのメッセージを生成し、
基地局コントローラ１４０６に送信するように適合され得る。送信メッセージは、複数の
リモートに展開された基地局によって利用されるべきセクタＩＤを識別することもできる
。
【０１１４】
　様々な特徴によると、処理回路は、図２～図５を参照して上述した様々な特徴に従って
、複数の基地局を選択するように適合され得る。たとえば、処理回路は、あるセクタＩＤ
をもつ、第１のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストするための２つ以上の
基地局からなる第１のグループと、同じセクタＩＤをもつ、第２のキャリア上でダウンリ
ンク送信をサイマルキャストするための２つ以上の基地局からなる第２のグループとを含
むように複数の基地局を選択するように適合され得る。第２のグループの少なくとも１つ
の基地局は、第１のグループを構成する２つ以上の基地局とは異なり得る。別の例では、
処理回路は、少なくとも１つの基地局に関連付けられたカバレージエリアが、複数のうち
の他の基地局のうちのいずれに関連付けられたカバレージエリアにも隣接しないように置
かれたその少なくとも１つの基地局を含むように、複数の基地局を選択するように適合さ
れ得る。
【０１１５】
　ステップ１５０４で、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１４０２は、１
つまたは複数のサイマルキャスト制御命令を複数の基地局に送ってよい。１つまたは複数
のサイマルキャスト制御命令は、複数の基地局からのサイマルキャストを円滑にするため
に適合され得る。少なくとも１つの例において、処理回路（たとえば、図６のサイマルキ
ャストグループ配信動作６１４を実行する処理回路６０２）は、バックホールインターフ
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ェース１４０８を介して、複数の基地局１４０４に１つまたは複数のサイマルキャスト制
御命令を送るように適合され得る。
【０１１６】
　いくつかの実行形態において、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１４０
２は、ステップ１５０６で示されるように、１つまたは複数のネットワークトラフィック
パラメータを取得することができる。たとえば、処理回路（たとえば、図６のサイマルキ
ャストグループ配信動作６１４を実行する処理回路６０２）は、トラフィックシナリオや
ネットワーク干渉トポロジなどのトラフィックパラメータを取得することができる。処理
回路は、そのようなネットワークトラフィックパラメータを、基地局１４０４、基地局コ
ントローラ１４０６、またはそれらの組合せから取得することができる。
【０１１７】
　ステップ１５０８で、基地局サイマルキャストコントローラモジュール１４０２は、１
つまたは複数のトラフィックパラメータに応じて、複数の基地局においてサイマルキャス
トを実行または修正することができる。たとえば、処理回路（たとえば、図６のサイマル
キャストグループ配信動作６１４を実行する処理回路６０２）は、ネットワークトラフィ
ックパラメータおよび／またはネットワークトラフィックパラメータに関連付けられた命
令を評価し、それらのトラフィックの必要により、サイマルキャスト構成を応答可能に実
行または修正することができる。
【０１１８】
　１つまたは複数の他の実行形態によると、方法は、上述したように、マスター基地局と
１つもしくは複数のスレーブ基地局とを選択し、かつ／または複数の基地局からのダウン
リンク送信を同期させるためのステップも含み得る。そのような追加または代替ステップ
は、処理回路（たとえば、図６のサイマルキャストグループ配信動作６１４を実行する処
理回路６０２）によって実施することができる。
【０１１９】
　図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１２、
図１３、図１４および／または図１５に示した構成要素、ステップ、特徴および／または
機能のうちの１つまたは複数は、単一の構成要素、ステップ、特徴または機能に再構成さ
れおよび／または組み合わせられるか、あるいはいくつかの構成要素、ステップ、または
機能で実施され得る。また、本開示の範囲から逸脱することなく追加の要素、構成要素、
ステップ、および／または機能を追加することができる。図１、図４、図６、図７、図８
、図９、図１１、図１２および／または図１４に示した装置、デバイス、および／または
構成要素は、図２、図３、図４、図５、図１０、図１３および／または図１５で説明した
方法、特徴、またはステップのうちの１つまたは複数を実施するように構成され得る。本
明細書で説明した新規のアルゴリズムはまた、効率的にソフトウェアで実行されおよび／
またはハードウェアに組み込まれ得る。
【０１２０】
　また、少なくともいくつかの実施形態が、フローチャート、流れ図、構造図、またはブ
ロック図として示されたプロセスとして説明されてきたことに留意されたい。フローチャ
ートは動作を逐次プロセスとして説明し得るが、動作の多くは並列または同時に実施され
得る。さらに、動作の順序は並び替えられ得る。プロセスは、その動作が完了すると終了
する。プロセスは、メソッド、関数、プロシージャ、サブルーチン、サブプログラムなど
に対応し得る。プロセスが関数に対応する場合、その終了は呼出し側関数またはメイン関
数への関数の復帰に対応する。
【０１２１】
　さらに、本明細書で開示する実施形態に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック
、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、ハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、またはそれらのどの組合せとしても実行
できることを、当業者は諒解されよう。この互換性を明確に示すために、様々な例示的な
構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップを、上記では概してそれらの機
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能に関して説明した。そのような機能をハードウェアとして実行するか、ソフトウェアと
して実行するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課せられた設計制約に依存す
る。
【０１２２】
　「機械可読媒体」、「コンピュータ可読媒体」、および／または「プロセッサ可読媒体
」という用語は、限定はしないが、ポータブルまたは固定記憶デバイス、光記憶デバイス
、ならびに（１つまたは複数の）命令および／またはデータを記憶、含有または担持する
ことが可能な様々な他の非一時的媒体を含み得る。したがって、本明細書で説明する様々
な方法は、「機械可読媒体」、「コンピュータ可読媒体」、および／または「プロセッサ
可読媒体」に記憶され、１つまたは複数のプロセッサ、機械および／またはデバイスによ
って実行され得る命令および／またはデータによって部分的にまたは完全に実行され得る
。
【０１２３】
　本明細書で説明した実施形態の様々な特徴は、本開示の範囲から逸脱することなく様々
なシステムで実行され得る。上記の実施形態は例にすぎず、本開示を限定するものと解釈
すべきではないことに留意されたい。実施形態についての説明は、例示的なものであり、
特許請求の範囲を限定するものではない。したがって、本教示は、他のタイプの装置、な
らびに多くの代替形態、修正形態、および変更形態に容易に適用できることが当業者には
明らかであろう。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(34) JP 2016-201819 A 2016.12.1

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月3日(2016.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いから空間的に分離された複数の遠隔アンテナユニットであって、２つ以上の遠隔ア
ンテナユニットが、サイマルキャストグループの一部としてダウンリンク送信をサイマル
キャストするように適合され、前記サイマルキャストグループの前記２つ以上の遠隔アン
テナユニットの各々が、前記サイマルキャストグループの他の遠隔アンテナユニットのそ
れぞれのカバレージエリアと隣接しないそれぞれのカバレージエリアを備える、複数の遠
隔アンテナユニット
　を備える分散アンテナシステム。
【請求項２】
　ダウンリンク送信をサイマルキャストするように適合された前記２つ以上の遠隔アンテ
ナユニットの各々が、前記２つ以上の遠隔アンテナユニットとはサイマルキャストしない
少なくとも１つの他の遠隔アンテナユニットにより互いとは分離される、請求項１に記載
の分散アンテナシステム。
【請求項３】
　前記複数の遠隔アンテナユニットが、前記２つ以上の遠隔アンテナユニットについての
前記サイマルキャストダウンリンク送信を円滑にするためのＲＦ接続マトリックスと通信
可能に結合される、請求項１に記載の分散アンテナシステム。
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【請求項４】
　前記ＲＦ接続マトリックスが、
　第１のキャリア上での送信のために１つまたは複数の遠隔アンテナユニットに第１のダ
ウンリンク送信をルーティングするように適合された第１のキャリア固有ＲＦ接続マトリ
ックスモジュールと、
　第２のキャリア上での送信のために１つまたは複数の遠隔アンテナユニットに第２のダ
ウンリンク送信をルーティングするように適合された第２のキャリア固有ＲＦ接続マトリ
ックスモジュールとを備える、請求項３に記載の分散アンテナシステム。
【請求項５】
　前記複数の遠隔アンテナユニットが、前記２つ以上の遠隔アンテナユニットについての
前記サイマルキャストダウンリンク送信を円滑にするための統合された基地局サイマルキ
ャストコントローラモジュールを含む基地局と通信可能に結合される、請求項１に記載の
分散アンテナシステム。
【請求項６】
　前記複数の遠隔アンテナユニットの各々が、それぞれの基地局と通信可能に結合され、
各それぞれの基地局が、前記２つ以上の遠隔アンテナユニットについての前記サイマルキ
ャストダウンリンク送信を円滑にするための外部基地局サイマルキャストコントローラモ
ジュール装置と結合される、請求項１に記載の分散アンテナシステム。
【請求項７】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　　第１の遠隔アンテナユニットを用いてダウンリンク送信をサイマルキャストすること
と、
　　第２の遠隔アンテナユニットを用いて前記ダウンリンク送信をサイマルキャストする
ことであって、前記第２の遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレージエリアが前
記第１の遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレージエリアに隣接しないように、
前記第２の遠隔アンテナユニットが位置付けられ、前記第１の遠隔アンテナユニットと前
記第２の遠隔アンテナユニットが、サイマルキャストグループの他の遠隔アンテナユニッ
トのそれぞれのカバレージエリアに隣接しないそれぞれのカバレージエリアを備える遠隔
アンテナユニットのサイマルキャストグループを形成する、サイマルキャストすることと
　を備える方法。
【請求項８】
　少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応答して、前記サイマルキャ
ストグループに少なくとも１つの追加の遠隔アンテナユニットを追加することをさらに備
える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記サイマルキャストグループが１つまたは複数の他の遠隔アンテナユニットを含み、
　少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応答して、前記サイマルキャ
ストグループから少なくとも１つの遠隔アンテナを取り除くことをさらに備える、請求項
７に記載の方法。
【請求項１０】
　第１の遠隔アンテナユニットを用いてダウンリンク送信をサイマルキャストするための
手段と、
　第２の遠隔アンテナユニットを用いて前記ダウンリンク送信をサイマルキャストするた
めの手段であって、前記第２の遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレージエリア
が前記第１の遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレージエリアに隣接しないよう
に、前記第２の遠隔アンテナユニットが位置付けられ、前記第１の遠隔アンテナユニット
と前記第２の遠隔アンテナユニットが、サイマルキャストグループの他の遠隔アンテナユ
ニットのそれぞれのカバレージエリアに隣接しないそれぞれのカバレージエリアを備える
遠隔アンテナユニットのサイマルキャストグループを形成する、手段と
　を備える分散アンテナシステム。
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【請求項１１】
　コンピュータ可読媒体であって、
　　複数の遠隔アンテナユニットを用いてダウンリンク送信をサイマルキャストするため
の命令であって、前記遠隔アンテナユニットの各々が、各遠隔アンテナユニットに関連付
けられたそれぞれのカバレージエリアが前記複数のうちの他の遠隔アンテナユニットのい
ずれかに関連付けられたそれぞれのカバレージエリアに隣接しないように位置付けられる
命令を記録した、コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
　本明細書で説明した実施形態の様々な特徴は、本開示の範囲から逸脱することなく様々
なシステムで実行され得る。上記の実施形態は例にすぎず、本開示を限定するものと解釈
すべきではないことに留意されたい。実施形態についての説明は、例示的なものであり、
特許請求の範囲を限定するものではない。したがって、本教示は、他のタイプの装置、な
らびに多くの代替形態、修正形態、および変更形態に容易に適用できることが当業者には
明らかであろう。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　互いから空間的に分離された複数の遠隔アンテナユニットと、
　前記複数の遠隔アンテナユニットから選択された遠隔アンテナユニットの第１のグルー
プであって、第１のキャリア上でセクタ識別（ＩＤ）をもつ、ダウンリンク送信をサイマ
ルキャストするように適合された第１のグループと、
　前記複数の遠隔アンテナユニットから選択された遠隔アンテナユニットの第２のグルー
プであって、前記第２のグループの少なくとも１つの遠隔アンテナユニットが、前記第１
のグループの前記遠隔アンテナユニットとは異なり、前記第２のグループが、前記第１の
キャリアとは異なる第２のキャリア上で、前記セクタＩＤをもつ、ダウンリンク送信をサ
イマルキャストするように適合された第２のグループと、を備える分散アンテナシステム
。
　　［Ｃ２］
　前記複数の遠隔アンテナユニットが、少なくとも１つの基地局と通信可能に結合される
、上記Ｃ１に記載の分散アンテナシステム。
　　［Ｃ３］
　前記基地局が、前記第１のグループおよび前記第２のグループ用の前記サイマルキャス
トダウンリンク送信を円滑にするためのＲＦ接続マトリックスと結合される、上記Ｃ２に
記載の分散アンテナシステム。
　　［Ｃ４］
　前記ＲＦ接続マトリックスが、
　第１のキャリア上での送信のために１つまたは複数の遠隔アンテナユニットに第１のダ
ウンリンク送信をルーティングするように適合された第１のキャリア固有ＲＦ接続マトリ
ックスモジュールと、
　第２のキャリア上での送信のために１つまたは複数の遠隔アンテナユニットに第２のダ
ウンリンク送信をルーティングするように適合された第２のキャリア固有ＲＦ接続マトリ
ックスモジュールとを備える、上記Ｃ３に記載の分散アンテナシステム。
　　［Ｃ５］
　前記基地局が、前記第１のグループおよび前記第２のグループ用の前記サイマルキャス
トダウンリンク送信を円滑にするための統合された基地局サイマルキャストコントローラ
モジュールを含む、上記Ｃ２に記載の分散アンテナシステム。
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　　［Ｃ６］
　前記複数の遠隔アンテナユニットが各々、それぞれの基地局に通信可能に結合され、各
それぞれの基地局が、前記第１のグループおよび前記第２のグループ用の前記サイマルキ
ャストダウンリンク送信を円滑にするための基地局サイマルキャストコントローラモジュ
ール装置と結合される、上記Ｃ２に記載の分散アンテナシステム。
　　［Ｃ７］
　前記第１のグループに含まれる少なくとも１つの遠隔アンテナユニットが、遠隔アンテ
ナユニットの前記第２のグループにも含まれ、前記第１のグループを用いる前記第１のキ
ャリア上と、前記第２のグループを用いる前記第２のキャリア上の両方でのダウンリンク
送信をサイマルキャストするように適合される、上記Ｃ１に記載の分散アンテナシステム
。
　　［Ｃ８］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　セクタ識別（ＩＤ）を利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第１のグルー
プを用いて、第１のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストすることと、
　前記セクタＩＤを利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第２のグループを
用いて、第２のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストすることであって、前
記第２のグループの少なくとも１つの遠隔アンテナユニットが、前記第１のグループの前
記遠隔アンテナユニットとは異なる、ワイヤレス通信の方法。
　　［Ｃ９］
　前記第１のグループが、２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる前記第２のグループ
にも含まれる少なくとも１つの遠隔アンテナユニットを含む、上記Ｃ８に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応じて、前記第１のグループ
、前記第２のグループ、または前記第１のグループと前記第２のグループの両方用の少な
くとも１つの遠隔アンテナユニットを変更することをさらに備える、上記Ｃ８に記載の方
法。
　　［Ｃ１１］
　セクタ識別（ＩＤ）を利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第１のグルー
プを用いて、第１のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストするための手段と
、
　前記セクタＩＤを利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第２のグループを
用いて、第２のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストするための手段であっ
て、前記第２のグループの少なくとも１つの遠隔アンテナユニットが、前記第１のグルー
プの前記遠隔アンテナユニットとは異なる、手段とを備える分散アンテナシステム。
　　［Ｃ１２］
　少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応じて、前記第１のグループ
、前記第２のグループ、または前記第１のグループと前記第２のグループの両方用の少な
くとも１つの遠隔アンテナユニットを変更するための手段をさらに備える、上記Ｃ１１に
記載の分散アンテナシステム。
　　［Ｃ１３］
　プロセッサ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であって、
　前記プロセッサ可読媒体が、
　セクタ識別（ＩＤ）を利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第１のグルー
プを用いて、第１のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストするための命令と
、
　前記セクタＩＤを利用する２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる第２のグループを
用いて、第２のキャリア上でダウンリンク送信をサイマルキャストするための命令であっ
て、前記第２のグループの少なくとも１つの遠隔アンテナユニットが、前記第１のグルー
プの前記遠隔アンテナユニットとは異なる、命令とを備えるコンピュータプログラム製品



(40) JP 2016-201819 A 2016.12.1

。
　　［Ｃ１４］
　前記第１のグループが、２つ以上の遠隔アンテナユニットからなる前記第２のグループ
にも含まれる少なくとも１つの遠隔アンテナユニットを含む、上記Ｃ１３に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
　　［Ｃ１５］
　前記プロセッサ可読媒体が、
　少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応じて、前記第１のグループ
、前記第２のグループ、または前記第１のグループと前記第２のグループの両方用の少な
くとも１つの遠隔アンテナユニットを変更するための命令をさらに備える、上記Ｃ１３に
記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ１６］
　互いから空間的に分離された複数の遠隔アンテナユニットであって、互いと隣接しない
それぞれのカバレージエリアをもつ２つ以上の遠隔アンテナユニットが、ダウンリンク送
信をサイマルキャストするように適合されるアンテナユニットを備える分散アンテナシス
テム。
　　［Ｃ１７］
　ダウンリンク送信をサイマルキャストするように適合された前記２つ以上の遠隔アンテ
ナユニットの各々が、前記２つ以上の遠隔アンテナユニットとはサイマルキャストしない
少なくとも１つの他の遠隔アンテナユニットをもつ互いとは分離される、上記Ｃ１６に記
載の分散アンテナシステム。
　　［Ｃ１８］
　前記複数の遠隔アンテナユニットが、前記２つ以上の遠隔アンテナユニット用の前記サ
イマルキャストダウンリンク送信を円滑にするためのＲＦ接続マトリックスと通信可能に
結合される、上記Ｃ１６に記載の分散アンテナシステム。
　　［Ｃ１９］
　前記ＲＦ接続マトリックスが、
　第１のキャリア上での送信のために１つまたは複数の遠隔アンテナユニットに第１のダ
ウンリンク送信をルーティングするように適合された第１のキャリア固有ＲＦ接続マトリ
ックスモジュールと、
　第２のキャリア上での送信のために１つまたは複数の遠隔アンテナユニットに第２のダ
ウンリンク送信をルーティングするように適合された第２のキャリア固有ＲＦ接続マトリ
ックスモジュールとを備える、上記Ｃ１８に記載の分散アンテナシステム。
　　［Ｃ２０］
　前記複数の遠隔アンテナユニットが、前記２つ以上の遠隔アンテナユニットのための前
記サイマルキャストダウンリンク送信を円滑にするための統合された基地局サイマルキャ
ストコントローラモジュールを含む基地局と通信可能に結合される、上記Ｃ１６に記載の
分散アンテナシステム。
　　［Ｃ２１］
　前記複数の遠隔アンテナユニットの各々が、それぞれの基地局と通信可能に結合され、
各それぞれの基地局が、前記２つ以上の遠隔アンテナユニットのための前記サイマルキャ
ストダウンリンク送信を円滑にするための外部基地局サイマルキャストコントローラモジ
ュール装置と結合される、上記Ｃ１６に記載の分散アンテナシステム。
　　［Ｃ２２］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の遠隔アンテナユニットを用いてダウンリンク送信をサイマルキャストすることと
、
　第２の遠隔アンテナユニットを用いて前記ダウンリンク送信をサイマルキャストするこ
とであって、前記第１の遠隔アンテナユニットと前記第２の遠隔アンテナユニットがサイ
マルキャストグループを形成し、前記第２の遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバ
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レージエリアが前記第１の遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレージエリアに隣
接しないように、前記第２の遠隔アンテナユニットが位置付けられることとを備える方法
。
　　［Ｃ２３］
　少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応答して、前記サイマルキャ
ストグループに少なくとも１つの追加の遠隔アンテナユニットを追加することをさらに備
える、上記Ｃ２２に記載の方法。
　　［Ｃ２４］
　前記サイマルキャストグループが１つまたは複数の他の遠隔アンテナユニットを含み、
　少なくとも１つのネットワークトラフィックパラメータに応答して、前記サイマルキャ
ストグループから少なくとも１つの遠隔アンテナを削除することをさらに備える、上記Ｃ
２２に記載の方法。
　　［Ｃ２５］
　第１の遠隔アンテナユニットを用いてダウンリンク送信をサイマルキャストするための
手段と、
　第２の遠隔アンテナユニットを用いて前記ダウンリンク送信をサイマルキャストするた
めの手段であって、前記第１の遠隔アンテナユニットと前記第２の遠隔アンテナユニット
がサイマルキャストグループを形成し、前記第２の遠隔アンテナユニットに関連付けられ
たカバレージエリアが前記第１の遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレージエリ
アに隣接しないように、前記第２の遠隔アンテナユニットが位置付けられる、手段とを備
える分散アンテナシステム。
　　［Ｃ２６］
　プロセッサ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であって、
　前記プロセッサ可読媒体が、
　複数の遠隔アンテナユニットを用いてダウンリンク送信をサイマルキャストするための
命令であって、前記遠隔アンテナユニットのうちの少なくとも１つが、前記少なくとも１
つの遠隔アンテナユニットに関連付けられたカバレージエリアが、前記複数の遠隔アンテ
ナユニットのその他の遠隔アンテナユニットのいずれかに関連付けられたカバレージエリ
アに隣接しないように位置付けられる命令を備えるコンピュータプログラム製品。
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